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第59回日本消化器集団検診学会関東甲信越地方会プログラム 

日 時 ： 平 成 1 2 年 3 月 2 5 日 ( 土 ） 午 前 8 時 3 0 分 （ 開 場 ） 9 ： 。( ^開会）～ 1 6 ： 50〈閉会） 

場 所 ： 群 馬 県 市 町 村 会 館 （ 丁 & し 0 2 7 - 2 9 0 - 1 3 6 6 〕 〒 3 7 1 - 0 8 4 6 前 橋 市 元 総 社 町 3 3 5 - 8 

」 6 上 越 線 新 前 橋 駅 下 車 徒 歩 5 分 

会 長 ： 家 崎 智 （ 群 馬 県 医 師 会 長 ） 

参 加 費 ： 3 0 0 0 円 （ 懇 親 会 費 を 含 む ） 

【午前の部】 

8 ： 3 0 ̃  開場 

9： 0 0～ 9： 1 5 開会の辞 

9 ：15 ̃  9 ： 3 6 ̶般演題I 

座長茂田利夫（群馬県立循環器病センター放射線科） 

1.群馬県健康つ'くり財団における胃集団検診の現状（バリウムと副 

作用） 

(財)群馬県健康つ'くり財団集検事業部高摘篤文ほか 

1.胃バリウム造影剤の使用方法に関する検討 

群馬県立医療短期大学 平野邦弘ほか 

ョ.技師チェックに対する読影結果と再読影結果の比較検討 

千葉県対がん協会 大塚徹志ほか 

9 ： 3 6 ̃  9 ： 5 7 一般演題II 

座長吉田貞利（よしだ内科クリニック） 

4間接胃X線検査で他部位チェックされた集検発見胃癌の検討 

(財）茨城県総合健診協会 藤来秀俊ほか 

ラ.平成11年度胃および大腸癌集団検診の結果報告 

碓氷安中医師会 藤卷康喜 

ん上部消化管検査における情報分析システムの検討 

(財）IIケ浦成人病研究事業団健診センター服部康明ほか 

9： 5 7～ 1 0： 1 8 ̶般演題III 

座長浅尾高行（群馬大学第一外科） 

I. 炭酸ガスを用いた注腸造影法の有用性 

群馬大学第一外科 東海林久紀ほか 

8，千葉県対がん協会における大腸集検のまとめ 

千葉県対がん協会 吉田智ほか 

え切除例よりみた便潜血検査による大腸癌スクリーニングの意義 

群馬県立がんセンター消化器内科 茂木健太ほか 

10 ：18 ̃ 1 0 ： 3 9 一 般 演 題 I V 

座長一瀬雅夫（東京大学附属病院消化器内科） 

10.6115八法によるべプシノゲンI、 II測定試薬の基礎的検討 

東邦大学医学部内科第一講座 三木一正ほか 

II. 日帰りドックによいて直接胃X線検査、ぺブシノゲン法併用により 

発見された胃癌症例について 

伊勢崎市民病院内科 松本純一ほか 

12.進行胃癌の深達度とぺプシノゲン値の相関の検討 

東邦大学第一内科 笹島雅彦ほか 

10 ： 3 9 ̃ 1 1 ： 0 0 一 般 演 題 V 

座長小川眞広（駿河台日本大学病院内科） 

13.群馬県健康づくり財団における腹部超音波検査の発見疾患の 

検討 

(財）群馬県健康づくり財団診療部 吉田和代ほか 

14.超音波検診にて発見された悪性腫瘍の検討 

佐久総合病院内科 比左岳史ほか 

15.超音波検診における発見腎細胞痛の超音波像 

佐久総合病院生理検査室 荻原毅ほか 

1 1： 0 0～ 1 1： 1 4 ̶般演題VI 

座長原龍雄（伊勢崎左波医師会） 

16.受診者拡大のためリーフレット活用法を考える 

横浜市立市民病院力^ん検診センタ̶玉置扶美代ほか 

17.胃がん検診の問題点と保健婦の役割にっレ、て 

伊勢崎左波医師会病院成人病検診センター斉藤玲子ほか 

氺学会終了後、懇親会を〔5？"の501研修室〕で開きます。 

多数のご参加をお願い致します。懇親会費は参加費に含まれていま 

す。 

11：15 ̃ 1 2 ： 3 7 シ ン ポ ジ ウ ム I 

がん予防活動における保健婦の役割 

座長中村忠夫（魚沼地域胃集団検診協議会） 

江口英雄（山梨'上野原町立病院） 

1.力5ん検診と保健婦の役割、千葉県富浦町の場合 

千葉県安房郡富浦町役場保健婦 生稲美智子 

ュ.カ^ん予防活動における保健婦の役割 

群馬県利根郡片品村役場 星野市子 

X笠懸町における力5ん検診の取り組み 

(受診拡大と精検受診率100パーセントをめざして） 

群馬県新田郡笠懸町役場，群馬県笠懸町健康センター 

田代典子 

4力5"ん予防における保健婦の役割，守門村のとりくみ 

新潟県来た魚沼郡守門村健康センター 渡辺泰子 

5，力5'んよぼうにおける保健婦の役割 

山梨県中巨摩郡明野村役場保健婦 深澤久美子 

61企業力5'ん検診における保健婦の役割 

東邦大学第一内科 目黒央実ほか 

12 ： 4 0 ̃ 1 3 ： 4 0 昼 食 ' 世 話 人 会 

(世話人会終了後、第60回プログラム委員会打ち合わせ） 

13 ： 0 0 ̃ 1 3 ： 4 0 ア ト ラ ク シ ョ ン 

大山亜紀子（東京芸術大学大学院オペラコース） 

【午後の部】 

総 合 司 会 乾 純 和 （ 高 崎 市 医 師 会 ） 

田口晴也（碓氷安中医師会） 

13 ： 5 5 総 会 ， 世 話 人 回 報 告 

15 ： 1 5 特 別 講 演 

「消化管がん死亡をなくすには」 

藤盛孝博（獨協医科大学病理学第二講座教授） 

座長家崎智（群馬県医師会長） 

15 ̃ 1 6 ： 3 7 シ ン ポ ジ ウ ム I I 

「がん検診」問題点と将来像 

―老健法適用外、一般財源化により質と量はいかに 

あるべきか--

座長今村清子（横浜市立市民病院がん検診センター） 

斉藤陽子（茨城県総合健診協会） 

1.「がん検診」問題点と将来像-がん検診センター保健婦の立場から-

東京都健康推進財団多摩がん検診センター佐賀サヨ子ほか 

1.効率化のための胃力
；
ん検診委託機関での取り組み 

群馬県健康づくり財団 茂木文孝ほか 

ョ.胃ガン個別検診の問題点と将来像 

前橋市医師会 小板橋毅ほか 

4 「がん検診」問題点と将来像 

―老健法適用外、一般財源化による質と量はレゆにあるべきか-

新潟県二市北蒲原郡総合健康開発センター島津和貴男ほか 

5，ぺブシノゲン法による新い、胃力、'ん検診の経済性について 

東邦大学第一内科 笹島雅彦ほか 

んぺブシノゲン（お）法を中心とした地域胃力5'ん検診 

高崎市医師会 吉川守也ほか 

16 ： 4 0 ̃ 1 6 ： 5 0閉会の辞（次期会長） 

横浜市立市民病院力《ん検診センター 今村清子 

17 ： 0 0 ̃ 1 8 ： 0 0 懇 親 会 

13 ： 4 0 

13 ： 5 5 

15 ： 

#当日の参加は、日本医師会生涯教育講座〈5点） 

申告の際には会費領収書をご使用下さい。 

#特別講演の演題力
5
変更になりました。 

：指定されています。 
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︱
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迚
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は
、
巨
人
軍
キ
ャ
ン
 

プ
が
ー
一
一
万
か
ら
四
万
人
の
人
出
だ
 

と
話
す
。
此
の
時
季
、
北
は
寒
く
、
 

観
光
は
九
州
と
し
て
も
花
は
な
 

し
、
見
物
は
キ
ャ
ン
プ
位
か
と
話
 

し
て
い
る
と
、
目
の
前
に
宮
崎
神
 

宮
が
現
れ
た
。
 

令
ど
な
た
を
祀
つ
て
あ
る
の
か
聴
 

く
と
、
神
武
天
皇
だ
と
い
う
。
気
 

が
付
く
と
今
日
は
一
一
月
十
一
日
だ
。
 

建
国
記
念
日
で
は
な
い
か
。
あ
ら
 

た
め
て
境
内
を
見
て
も
、
こ
れ
と
 

い
う
人
出
が
な
い
。
紀
元
節
反
対
 

を
押
し
切
っ
て
、
強
行
決
定
し
た
 

：
8年
頃
は
、
巨
人
軍
キ
ャ
ン
プ
の
 

よ
う
に
数
万
の
日
本
人
で
賑
わ
つ
 

た
の
だ
ろ
-つ
か
。
日
の
丸
.君
が
 

代
が
法
制
化
さ
れ
て
、
初
め
て
の
 

建
国
記
念
日
だ
と
い
う
の
に
。
 

命
折
角
宮
崎
ま
で
来
た
の
だ
か
 

ら
、
巨
人
軍
キ
ャ
ン
プ
見
物
の
半
 

分
位
は
、
参
拝
し
て
も
よ
さ
そ
う
 

だ
が
、
あ
ま
り
人
の
気
配
は
な
 

い
。
改
め
て
「
国
旗
.国
歌
」
に
 

何
人
の
日
本
人
が
賛
成
し
て
い
た
 

の
か
と
考
え
た
。
正
直
な
と
こ
 

ろ
、
好
き
な
奴
に
勝
手
に
や
ら
 

せ
、
傍
観
し
た
の
が
大
方
の
日
本
 

人
な
の
だ
ろ
う
。
 

令
敗
戦
で
國
を
失
っ
た
国
民
の
選
 

良
が
、
反
対
論
を
押
し
切
っ
て
建
 

囯
を
祝
う
日
を
決
め
た
の
に
、
そ
 

れ
に
よ
っ
て
、
愛
国
心
が
、
国
民
の
 

一
体
感
が
醸
成
さ
れ
た
と
い
う
気
 

配
は
、
さ
ら
さ
ら
感
じ
ら
れ
な
い
 

現
今
だ
。
 

令
そ
れ
で
も
、
英
国
の
代
表
的
日
 

本
研
究
家
ロ
ナ
ル
ド
，
ド
︱
ァ
倫
 

敦
大
学
名
誉
教
授
は
、
「
欧
州
諸
 

国
に
比
べ
日
本
は
ま
だ
社
会
連
帯
 

意
識
が
髙
ぃ
國
だ
」
と
新
聞
に
書
 

い
て
い
る
。
 

そ
う
な
の
だ
ろ
う
か
、
永
嶋
局
 

長
が
倒
れ
て
三
年
、
事
務
局
を
整
 

理
し
た
が
、
こ
の
地
方
会
も
日
本
 

人
の
会
だ
。
英
国
人
的
心
情
で
は
 

"ま
だ
よ
い
"部
類
な
の
だ
ろ
う
。
 

令
子
供
の
こ
ろ
、
植
民
地
イ
ン
ド
 

の
民
は
、
な
ぜ
外
国
の
英
国
人
の
 

下
で
、
平
気
で
生
活
出
来
る
の
か
 

不
思
議
に
思
っ
た
。
 

技
師
認
定
制
度
の
、
」
と
を
考
え
 

る
8に
思
い
出
す
。
(佐
藤
)
 

に
な
り
、
日
本
語
の
「
癌
」
の
 

由
来
を
調
べ
な
お
し
て
い
る
う
 

ち
に
こ
の
全
集
を
系
統
的
に
読
 

む
破
目
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
 

て
、
結
局
暮
か
ら
正
月
の
休
暇
 

は
「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
全
集
」
に
付
 

箋
を
つ
け
る
仕
事
で
ほ
と
ん
ど
 

終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
 

「
癌
」
は
ギ
リ
シ
ャ
語
の
「
力
 

ル
キ
ノ
ス
」
あ
る
い
は
、
「
カ
ル
キ
 

ノ
︱
マ
」
に
由
来
し
、
意
味
す
る
 

と
こ
ろ
は
蟹
で
す
。
日
本
語
で
 

は
、
「
巌
の
よ
う
に
硬
い
」
と
い
 

、
つ
ィ
メ
︱
ジ
か
ら
「
癌
」
と
い
う
 

字
が
用
い
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
 

す
が
、
漢
字
の
原
典
は
当
然
の
 

こ
と
な
が
ら
中
国
で
す
。
 

問
題
は
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
が
ど
 

こ
に
「
カ
ル
キ
ノ
ス
」
な
る
言
葉
 

を
使
っ
て
い
る
の
か
と
い
-つ
こ
と
 

で
す
。
し
か
し
、
ち
ょ
っ
と
考
え
 

て
み
れ
ば
当
然
の
こ
と
な
の
で
 

す
が
、
日
本
語
訳
で
こ
れ
を
追
 

及
し
て
も
無
駄
だ
と
い
う
こ
と
 

が
全
集
を
読
ん
で
い
る
と
き
に
 

は
気
付
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

た
だ
し
、
途
中
で
面
白
い
記
 

述
に
遭
遇
し
て
驚
い
た
こ
と
が
 

し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。
例
え
 

ば
、
第
八
編
箴
言
第
六
章
の
三
 

八
で
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は
「
内
臓
癌
 

は
治
療
せ
ぬ
方
が
好
い
、
治
療
 

す
れ
ば
死
を
早
め
、
治
療
せ
ぬ
 

方
が
永
く
生
き
る
。
」
と
言
っ
て
 

い
る
の
で
す
。
 

こ
の
記
述
に
「
癌
」
な
る
言
 

葉
が
使
わ
れ
て
い
る
-」
と
は
確
か
 

で
す
。
し
か
し
、
確
認
す
る
こ
 

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
年
 

が
明
け
て
間
も
な
く
神
田
の
と
 

あ
る
古
本
屋
を
訪
ね
ま
し
た
。
 

と
は
言
っ
て
も
ス
キ
︱
の
た
め
 

に
ゴ
︱
グ
ル
を
買
い
に
い
っ
た
つ
い
 

で
だ
っ
た
の
で
す
が
、
最
初
の
店
 

で
英
語
版
か
ド
イ
ツ
語
版
の
 

「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
全
集
」
を
探
し
 

て
も
ら
っ
た
ら
ド
イ
ツ
語
版
が
見
 

つ
か
り
ま
し
た
。
一
八
九
五
年
に
 

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
出
版
社
か
ら
発
行
 

さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
 

の
独
語
版
は
、
今
裕
先
生
が
日
 

本
語
訳
の
際
に
基
本
と
し
た
 

フ
ッ
ク
ス
の
訳
本
で
す
。
こ
の
版
 

に
は
あ
り
ま
し
た
。
第
六
章
の
 

三
八
節
に
カ
ル
チ
ノ
ー
メ
 

0̂1-̂=01̂と
書
力
れ
て
い
ま
 

す
。
 

さ
て
、
内
臓
の
癌
を
治
療
す
 

べ
き
か
、
ど
う
か
に
つ
い
て
は
現
 

在
で
も
議
論
の
予
知
は
大
あ
り
 

だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
あ
 

る
い
は
、
表
現
を
換
え
て
、
積
極
 

的
に
治
療
す
べ
き
か
、
あ
る
が
 

ま
ま
に
経
過
を
み
る
の
が
よ
い
 

力
を
判
断
す
る
こ
と
は
そ
ん
 

な
に
簡
単
で
は
な
い
、
と
す
べ
き
 

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

我
々
の
時
代
は
、
後
者
の
こ
 

と
を
べ
ス
ト
-サ
ポ
︱
テ
ィ
ブ
.ケ
 

ァ
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
手
術
不
 

能
と
判
断
さ
れ
る
胃
癌
患
者
に
 

対
し
て
は
、
」
れ
に
徹
す
べ
き
か
、
 

あ
る
い
は
ま
た
、
抗
癌
剤
を
使
 

用
す
べ
き
か
の
判
断
は
実
は
究
 

極
の
選
択
に
属
す
る
極
め
て
難
 

し
い
意
志
決
定
の
問
題
で
す
。
 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は
第
四
編
 

「
古
代
醫
学
」
(岩
波
文
庫
に
 

は
「
古
い
医
術
に
つ
い
て
」
の
訳
 

が
あ
る
)の
第
一
一
節
の
な
か
で
 

ム
マ
で
い
-つ
と
こ
ろ
の
イ
ン
フ
ォ
ー
 

ム
ド
，
コ
ン
セ
ン
ト
に
通
じ
る
内
 

容
を
記
載
し
て
い
ま
す
が
、
こ
 

れ
と
絡
め
て
み
る
と
、
「
内
臓
 

癌
」
云
々
は
含
蓄
の
あ
る
警
句
 

だ
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
 

医
学
に
志
す
者
な
ら
は
誰
で
 

も
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
(紀
元
前
四
六
 

〇
年
生
)の
名
前
を
知
っ
て
い
る
 

は
ず
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
人
が
 

書
い
た
も
の
を
実
際
に
読
ん
だ
 

こ
と
の
あ
る
人
は
そ
れ
ほ
ど
多
 

く
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
 

す
。
「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
誓
い
」
は
 

あ
ま
り
に
も
有
名
で
す
が
、
本
 

当
に
目
を
通
し
た
人
は
そ
ん
な
 

に
多
く
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
 

せ
ん
。
 

と
い
、
つ
の
は
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
 

が
書
い
た
も
の
を
手
に
入
れ
る
 

こ
と
は
意
外
に
難
し
い
か
ら
で
 

す
。
私
は
学
生
時
代
の
後
半
 

「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
全
集
」
の
日
本
 

語
訳
を
探
し
求
め
て
神
田
の
古
 

本
屋
街
を
週
末
何
度
と
な
く
 

彷
徨
し
た
，
」
と
が
あ
り
ま
す
。
 

そ
し
て
、
あ
る
と
き
そ
れ
が
前
 

の
闩
に
売
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
 

店
が
あ
つ
た
の
を
最
後
に
捜
す
の
 

を
止
め
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
 

そ
の
全
集
は
昭
和
六
年
に
岩
 

波
書
店
か
ら
発
行
さ
れ
た
も
の
 

で
、
訳
者
は
今
裕
(北
海
道
帝
 

国
大
学
病
理
学
教
授
)
先
生
で
 

す
。
私
が
今
所
有
し
て
い
る
全
 

集
は
、
昭
和
五
十
三
年
六
月
に
 

名
著
刊
行
会
と
い
う
と
こ
ろ
か
 

ら
出
版
さ
れ
た
復
刻
版
で
す
。
 

訳
の
正
確
さ
を
意
図
し
た
た
 

め
で
で
し
ょ
う
か
、
こ
の
全
集
は
 

あ
ま
り
読
み
易
く
は
あ
り
ま
せ
 

ん
。
ま
た
、
漢
字
の
難
し
さ
も
 

半
端
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
を
 

言
う
と
、
こ
れ
を
手
に
人
れ
て
 

か
ら
、
私
は
と
き
た
ま
睡
眠
薬
 

代
わ
り
に
繙
く
だ
け
で
系
統
的
 

に
読
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
 

で
し
た
。
 

昨
年
の
暮
に
な
っ
て
、
一
般
向
 

け
の
胃
が
ん
の
本
を
書
く
こ
と
 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
箴
言
 

代
表
世
話
人
 

^ 

癌
研
究
会
附
属
病
院
内
科
部
長
 

^ ̂ 
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レノノノノノノノノノノノノノノ̂̂! 

ゥ
ル
ブ
リ
ッ
ヒ
首
席
市
長
が
喜
ぴ
 

と
感
謝
の
念
を
ス
ピ
ー
チ
の
最
 

初
に
述
べ
た
こ
と
で
、
市
川
先
 

生
は
こ
の
上
な
い
面
目
を
保
つ
 

こ
と
で
が
で
き
た
と
い
う
。
 

市
川
平
三
郎
先
生
は
日
本
 

人
と
し
て
一
一
人
目
の
受
賞
者
 

で
、
最
初
の
受
賞
者
は
19

 9
 

5年
度
の
栄
誉
に
輝
い
た
阿
部
 

光
幸
先
生
(京
都
大
学
名
誉
教
 

授
)
で
あ
る
。
阿
部
光
幸
先
生
 

は
そ
の
業
績
「
癌
の
温
熱
療
法
 

の
開
発
と
放
射
線
治
療
学
へ
の
 

ェ
只
献
」
と
い
、
つ
こ
と
で
こ
の
《
員
 

を
受
賞
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
今
 

回
、
市
川
先
生
の
受
賞
理
由
 

は
、
「
消
化
器
放
射
線
診
断
学
 

へ
の
貢
献
、
と
く
に
胃
癌
の
早
 

期
診
断
」
に
つ
い
て
の
業
績
と
い
 

、
つ
こ
と
で
あ
る
。
 

市
川
先
生
の
業
績
は
我
が
国
 

の
お
い
て
は
あ
ま
ね
く
知
ら
れ
 

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
八
，
 

更
そ
の
こ
と
を
書
き
連
ね
る
こ
 

と
も
あ
る
ま
い
と
思
う
が
、
筆
 

者
と
し
て
は
、
こ
の
機
会
に
こ
 

れ
ま
で
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
 

そ
の
業
績
に
光
を
あ
て
て
み
た
 

い
。
と
い
う
の
は
、
今
は
亡
き
白
 

壁
彦
夫
先
生
と
市
川
先
生
の
 

鬻
が
り
、
そ
し
て
、
今
回
、
市
 

川
先
生
の
受
賞
に
際
し
て
決
定
 

的
な
イ
ン
パ
ク
ト
と
な
っ
た
 

書
院
、
19

 6
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^
 

の
刊
行
に
つ
い
て
の
ェ
ピ
ソ
ー
ド
 

を
知
る
の
は
私
を
含
め
て
ご
く
 

わ
ず
か
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
 

で
あ
る
。
 

市
川
先
生
か
ら
自
宅
に
電
 

話
が
あ
り
、
ア
ト
ラ
ス
の
ド
イ
ツ
 

語
版
の
見
開
き
に
あ
る
著
者
名
 

の
コ
ピ
ー
を
作
り
、
ぺ
︱
ジ
数
と
 

図
表
、
，
写
真
の
枚
数
を
調
べ
て
 

欲
し
い
と
の
依
頼
が
あ
つ
た
の
が
 

昨
年
の
何
時
頃
だ
っ
た
か
、
実
 

は
失
念
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
 

し
、
そ
の
電
話
は
年̂
以
上
も
 

前
の
忘
れ
も
し
な
い
筆
者
の
辛
 

い
記
憶
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
に
 

な
っ
た
。
 

1966年
。
こ
の
年
の
4
 

月
か
ら
私
は
医
学
部
を
^̂
し
 

て
イ
ン
タ
︱
ン
と
し
て
大
学
病
 

院
の
第
一
内
科
に
通
い
始
め
た
。
 

と
こ
ろ
が
、
筆
者
の
イ
ン
タ
︱
ン
 

と
し
て
の
修
業
は
最
初
か
ら
躓
 

い
て
し
ま
っ
た
。
と
い
、
つ
の
は
、
 

そ
れ
ま
で
の
6年
間
世
話
に
 

な
っ
た
下
宿
の
先
輩
で
も
あ
つ
 

た
白
壁
先
生
に
弟
子
入
り
す
 

る
こ
と
に
な
つ
た
筆
者
が
、
最
 

初
に
命
じ
ら
れ
た
の
は
、
当
 

時
、
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
放
射
 

線
診
断
部
の
部
長
で
り
、
こ
れ
 

ま
た
下
宿
の
先
輩
で
あ
る
市
川
 

先
生
の
自
宅
に
寝
泊
り
し
て
ァ
 

ト
ラ
ス
の
英
訳
の
仕
事
を
手
伝
 

う
、
」
と
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
 

そ
し
て
、
白
壁
先
生
が
常
々
 

口
に
し
て
い
た
こ
と
を
西
沢
護
 

先
生
が
日
本
語
に
し
て
、
筆
者
 

が
ま
ず
英
語
に
粗
訳
す
る
。
つ
 

ぎ
に
、
市
川
先
生
が
筆
者
の
 

作
っ
た
英
文
を
添
削
し
な
が
ら
 

最
終
稿
に
す
る
。
そ
し
て
、
そ
 

れ
を
筆
者
が
タ
イ
プ
す
る
、
と
 

い
う
作
業
を
2週
間
ほ
と
ん
ど
 

徹
夜
で
続
け
た
結
果
が
 

書
院
、
1
9
6
6
年
)
と
な
つ
 

た
。
こ
の
作
業
を
通
じ
て
筆
者
 

が
市
川
先
生
か
ら
学
ん
だ
も
の
 

は
大
き
か
っ
た
。
後
年
、
英
語
 

を
書
く
，
」
と
に
あ
ま
り
苦
痛
を
 

感
じ
な
く
な
つ
た
の
は
、
こ
の
 

と
き
の
経
験
に
負
う
も
の
で
あ
 

る
。
 

あ
の
2
週
間
、
国
立
が
ん
セ
 

ン
タ
︱
放
射
線
診
断
部
長
の
要
 

職
に
あ
つ
た
が
市
川
先
生
は
、
 

夕
方
帰
宅
す
る
や
急
い
で
食
事
 

を
し
、
休
む
暇
も
な
く
仕
事
に
，
 

か
か
り
、
ほ
と
ん
ど
ま
ど
ろ
む
 

こ
と
も
な
く
夜
明
け
を
迎
え
、
 

朝
は
い
つ
も
の
よ
う
に
出
勤
し
 

て
い
た
。
先
生
の
米
国
滞
在
で
 

培
っ
た
英
語
力
も
さ
る
こ
と
な
 

が
ら
、
あ
の
強
靱
な
精
神
力
に
 

私
は
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
 

今
、
こ
う
し
て
私
が
そ
の
一
端
 

を
語
り
始
め
た
こ
と
こ
と
か
ら
 

も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
白
壁
先
 

生
の
仕
事
の
陰
に
は
そ
の
時
々
 

に
先
生
を
支
え
た
裏
方
が
い
 

た
。
私
自
身
も
そ
の
端
く
れ
だ
 

と
自
認
す
る
ひ
と
り
だ
が
、
戦
 

後
間
も
な
く
始
め
ら
れ
た
腸
結
 

核
の
仕
事
か
ら
早
期
胃
癌
の
仕
 

事
に
至
る
と
て
つ
も
な
く
長
い
 

時
間
の
な
か
で
白
壁
先
生
を
支
 

え
続
け
た
の
は
市
川
平
一
一
一
郎
と
 

い
う
人
で
あ
る
。
 

そ
し
て
、
ま
た
、
巿
川
先
生
 

に
は
単
に
白
壁
と
い
う
先
輩
を
 

支
え
続
け
た
と
い
う
立
場
の
み
 

な
ら
ず
、
日
本
の
胃
癌
の
仕
事
 

を
国
際
的
な
場
で
認
め
さ
せ
る
 

た
め
に
一
見
不
毛
と
も
思
わ
れ
る
 

闘
い
を
水
面
下
で
あ
く
こ
と
な
 

く
延
々
と
続
け
て
き
た
裏
方
と
 

し
て
の
重
要
な
立
場
が
あ
る
。
 

例
え
ば
、
今
、
我
々
に
早
期
 

胃
癌
は
国
際
的
に
認
知
さ
れ
た
 

と
い
う
認
識
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
 

そ
れ
は
市
川
先
生
の
外
交
的
手
 

腕
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
 

と
言
、
つ
べ
き
だ
ろ
、
つ
。
か
っ
て
、
 

胃
癌
の
丁
 2

 2分
類
で
丁
は
病
 

変
の
大
き
さ
で
分
類
さ
れ
て
い
 

た
，
」
と
を
知
る
人
は
あ
ま
り
多
 

く
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
 

を
深
達
度
に
よ
る
分
類
に
変
え
 

さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
立
役
 

者
こ
そ
市
川
先
生
で
あ
る
。
 

川
年
以
上
も
前
、
私
も
V
 I 

0じ
の
委
員
会
に
同
伴
さ
せ
て
 

も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
当
 

時
、
米
国
の
専
門
委
員
の
な
か
 

に
は
刁
網
(！
^̂̂
'03121111ョ
) 

は
漿
膜
の
一
部
で
あ
る
と
し
て
障
 

ら
ず
，
た
か
ら
，
」
，
」
に
浸
谓
し
 

、
」
お
|3ま
司
じ
紫
^̂又
閏
で
も
7了
 

後
が
良
好
で
あ
る
な
ど
と
主
張
 

す
る
程
度
の
低
い
人
達
が
い
た
、
」
 

と
を
覚
え
て
い
る
。
 

後
年
は
、
方
や
順
天
堂
大
 

学
、
方
や
国
立
が
ん
セ
ン
タ
︱
と
 

い
う
表
面
的
に
は
敵
同
士
の
よ
 

う
な
位
相
の
な
か
に
い
た
感
が
 

あ
る
白
壁
、
巿
川
両
先
輩
だ
 

が
、
私
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
白
壁
 

先
生
は
市
川
と
い
う
有
能
な
外
 

交
官
が
い
た
か
ら
こ
そ
国
際
的
 

に
自
由
闊
達
な
活
動
が
で
き
た
 

の
だ
と
思
う
。
白
壁
は
そ
の
晚
 

年
神
話
の
世
界
に
そ
の
道
を
歩
 

み
始
め
よ
う
な
感
が
あ
る
が
、
 

市
川
は
あ
く
ま
で
も
現
実
と
直
 

面
し
て
こ
れ
と
闘
う
道
を
選
ら
 

ん
だ
と
も
い
う
べ
き
だ
ろ
う
か
。
 

今
、
再
び
、
消
化
管
の
癌
の
 

病
理
診
断
の
基
準
に
お
け
る
彼
 

我
の
違
い
を
調
整
し
よ
う
と
す
 

る
動
き
が
あ
る
が
、
安
易
な
妥
 

協
は
日
本
が
築
き
あ
げ
た
世
 

界
に
冠
た
る
仕
事
を
根
底
か
ら
 

崩
壊
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
 

な
い
こ
と
を
肝
に
銘
ず
べ
き
で
 

あ
る
。
関
係
者
に
は
、
巿
川
先
 

生
の
よ
う
な
気
骨
を
も
っ
て
会
 

議
に
臨
ん
で
欲
し
い
と
思
う
。
 

さ
て
、
「
レ
ン
ト
ゲ
ン
賞
」
の
 

選
考
委
員
会
が
ど
の
よ
う
な
基
 

準
で
市
川
先
生
を
本
年
度
の
受
 

《
員
者
と
決
定
し
た
の
か
知
る
由
 

も
な
い
が
、
今
か
ら
年̂
以
上
 

も
前
に
市
川
先
生
が
中
心
と
 

な
っ
て
寝
食
も
わ
す
れ
る
く
ら
 

い
に
没
頭
し
て
創
り
あ
げ
た
仕
 

事
が
評
価
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
 

こ
と
は
一
一
目
、
つ
ま
で
も
な
い
こ
と
 

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
に
 

も
ま
し
て
、
私
は
、
こ
の
「
レ
ン
 

ト
ゲ
ン
賞
」
に
は
、
表
舞
台
に
 

は
決
し
て
現
れ
る
こ
と
の
な
い
 

多
く
の
仕
事
を
市
川
先
生
が
成
 

し
遂
げ
た
こ
と
に
対
す
る
顕
彰
 

の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
の
だ
 

と
解
釈
し
た
い
。
泉
下
の
白
壁
 

先
生
も
そ
の
思
い
は
同
じ
で
あ
 

！
膦̂
 ̂

と
も
あ
れ
、
私
は
、
今
回
の
 

市
川
先
生
の
受
賞
を
我
が
事
の
 

よ
う
に
喜
ぶ
と
も
に
、
こ
の
拙
 

文
を
も
っ
て
御
祝
い
の
言
葉
に
代
 

え
る
次
第
で
あ
る
。
 

「
冒
と
腸
」
第
お
卷
第
3号
よ
 

り
許
可
を
得
て
転
載
 

市
川
平
三
郎
先
生
の
00①
コ
19①
コ
-で
1315=6
 

受
賞
を
祝
し
て
 

癌
研
究
会
附
属
病
院
内
科
 

丸

山

雅

I
 

市
川
平
三
郎
先
生
(
早
期
胄
 

癌
検
診
協
会
理
事
長
、
国
立
 

が
ん
セ
ン
夕
ー
名
誉
院
長
、
日
 

本
対
ガ
ン
協
会
常
務
理
事
)が
 

？
1&！
は̂
久
レ
ン
卜
ゲ
ン
賞
)を
又̂
 

《
員
さ
れ
た
.ま
ず
も
っ
て
、
そ
の
 

快
挙
を
御
祝
い
す
る
と
と
も
 

、
筆
者
と
し
て
は
、
市
川
先
 

生
が
こ
の
賞
を
受
け
ら
れ
た
た
 

」
と
に
、
わ
ず
か
な
が
ら
御
役
 

卜
立
て
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
 

た
い
。
 

こ
の
《
員
は
、
一
百
、
つ
ま
で
も
な
 

、
レ
ン
ト
ゲ
ン
線
を
発
見
し
、
 

第
1回
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
 

受
け
た
さ
ョ
？
コ
1-

ま
6お
611

 〔
1
8
 4

 

5
-
1
9
2
 

コ
〕
の
偉
業
を
讚
え
て
そ
の
生
地
 

レ
ム
シ
ャ
ド
市
が
19

 
5
1
^
 

2創
設
し
た
権
威
あ
る
賞
で
あ
 

る
.\̂门
」
ヌ
021お
さ
は
レ
ネ
ッ
 

プ
(に
コ
3せ
)市
に
生
ま
れ
た
が
、
 

現
在
、
レ
ネ
ッ
プ
市
は
合
併
さ
 

れ
て
レ
ム
シ
ャ
ド
市
の
一
部
と
な
つ
 

て
い
る
。
地
図
を
み
る
と
、
こ
の
 

I市
は
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
 

ノ
東
に
刃
|

 く
ら
い
の
と
こ
 

ろ
に
位
置
し
、
い
わ
ゆ
る
 

"̂ひ
1.21"口

 0ひ
3

 

&
3
ユ

"
(
^
^
！

^
 

〔
01550と
呼
ば
れ
る
風
光
明
 

美
な
地
方
の
一
小
都
市
で
あ
る
。
 

こ
れ
ま
で
に
人̂
を
越
え
る
 

科
学
者
が
こ
の
賞
を
受
賞
し
て
 

い
る
が
、
そ
の
な
か
に
は
多
数
の
 

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
が
含
ま
れ
て
 

い
る
こ
と
か
ら
、
レ
ム
シ
ャ
ド
市
 

で
は
力
06コ
ぉ
6コ
12&！
な̂
久
レ
ン
 

ト
ゲ
ン
《
員
)を
レ
ム
シ
ャ
ド
市
の
 

ノ
ー
ベ
ル
賞
と
呼
び
誇
り
に
し
て
 

い
る
と
い
、
つ
。
 

事
実
、
歴
代
の
受
賞
者
の
な
 

か
に
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
 

た
学
者
の
聞
き
覚
え
の
あ
る
名
 

前
と
写
真
が
あ
る
。
例
え
ば
、
 

1914年
の
ノ

 
︱

ペ

ル

物

理
 

学
賞
を
受
賞
し
た
？
1.0タ
2̂
 

9

 2

 7年
度
受
賞
の
5

 一

 
1
-

み

ェ

0
1
1
乂

 

^
0
3
^
8
3
^
1
9
 

5
 7〉
、
匚
丁
の
発
明
で
1
9
 

7
 9年
に
受
賞
し
た
51「
 

00『
6乂

 2
6
さ
び
0
1
&

 ̂
0
2
1
5
2
 

1-19

 8

 0
〕
な
ど
で
あ
る
。
 

ま
た
、
私
が
そ
の
名
前
の
み
 

な
ら
ず
、
そ
の
風
貌
に
接
す
る
 

こ
と
で
認
識
を
新
た
に
し
た
の
 

は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
賞
受
賞
者
の
 

な
力
に
2。
1。
&

 
0
1
^
3
で

知
 

ら
れ
て
い
る
？
3，
 

6
 0

 IIミ
6

 
1
- 8

 〈
オ
ラ
ン
ダ
) 

〔
0011お
6管
で
有
名
な
XVIII
 

113ョ
03く
1ュ
〔
0011弁
6、
注
腸
X
 

線
検
査
の
歴
史
を
繙
け
ば
必
ず
 

遭

遇

す

る

ひ

ュ

0
『
 

消
化
器
の
診
断
学
を
 

学
ん
だ
者
に
は
馴
染
み
の
で
3，
 

9&118

 ！
1
1
|
ュ
0
ミ
5
0
1
1
1
1
1
2
(
1
9

 5 

00〕
、

 

^
ひ

1
.
3
ひ

1
-
ひ

^
0
1
1
ひ

〔

I
！

ひ

I
I
ュ

0
1
^
 

へ
19
 7

 2
〕
な
ど
が
い
る
こ
と
で
 

あ
る
。
 

本
年
度
 

の
受
賞
式
 

は
、
4月
:̂ 

曰
、
レ
ム
 

シ
ャ
ド
市
の
 

レ
ン
ト
ゲ
ン
 

博
物
館
に
 

隣
接
す
る
 

レ
ン
ト
ゲ
 

ン
，
ジ
ム
ナ
 

わ
た
。
日
本
 

か
ら
は
ド
 

イ
ツ
駐
|创
の
 

久
米
大
使
 

が
出
席
さ
 

れ
た
こ
と
に
 

今
回
の
ホ
ス
 

ト
で
あ
る
ラ
 

イ
ン
ハ
ル
ト
-

一
月
十
五
日
、
午
後
四
時
よ
り
東
京
フ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
、
百
五
十
名
の
 

参
加
者
が
集
ま
り
市
川
平
三
郎
先
生
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
賞
受
賞
を
祝
っ
た
。
 

先
ず
丸
山
雅
ー
発
起
人
代
表
の
お
祝
い
の
言
葉
と
挨
拶
の
後
、
市
川
先
 

生
の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
コ
ン
ラ
ッ
ド
.レ
ン
ト
ゲ
ン
の
業
績
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
|貝
の
^̂
 

れ
、
日
本
人
で
最
初
に
そ
れ
を
受
賞
し
た
阿
部
光
幸
先
生
(国
立
京
都
 

病
院
長
)の
ご
紹
介
が
あ
り
、
続
い
て
先
生
ご
自
身
が
写
さ
れ
た
、
受
賞
 

で
訪
れ
た
レ
ム
シ
ャ
イ
ド
市
の
風
景
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
記
念
館
の
ス
ラ
イ
ド
等
 

を
、
解
説
し
な
が
ら
の
ご
講
演
が
あ
っ
た
。
 

そ
の
後
、
巿
川
先
生
は
北
海
道
や
九
州
か
ら
も
駆
け
つ
け
た
、
大
勢
の
 

お
祝
い
の
方
々
や
花
束
に
囲
ま
れ
、
華
や
か
な
祝
賀
会
と
な
っ
た
。
 

帰
り
に
市
川
先
生
よ
り
参
加
者
に
記
念
品
の
色
紙
と
、
『
胃
と
腸
』
 

(第
？
；
卷
第
川
号
)に
丸
山
雅
一
先
生
が
書
か
れ
た
「
市
川
平
三
郎
先
生
の
 

^
 

1
1
1
0
2
6
ヲ
？
に
1
-
6
1
に
受
賞
を
祝
し
て
」
、
中
澤
三
郎
先
生
編
 

「
0&811.0611161.010き
の
足
跡
」
の
中
に
、
市
川
先
生
が
消
化
管
レ
ン
ト
ゲ
 

ン
診
断
の
歴
史
を
著
し
た
「
レ
ン
ト
ゲ
ン
」
の
別
刷
り
を
戴
い
た
。
 

そ
れ
を
医
学
書
院
と
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
出
版
の
許
可
を
得
た
の
で
転
 

載
し
ま
す
。
 

華
や
か
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
賞
受
賞
 

記
念
祝
賀
会
開
か
れ
る
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乂

の

0
^
前
 

︱
 

^
世
紀
か
ら
？
：
！
世
紀
へ
向
っ
て
私
の
メ
ッ
セ
︱
ジ
︱
 

「
レ
ン
ト
ゲ
ン
」
国
立
が
ん
セ
ン
タ
I名
誉
院
長
 

市
川
平
三
郎
 

19
 8

 5
年
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
 

よ
り
X線
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
 

直
後
に
発
表
さ
れ
た
の
は
、
ベ
ル
 

ノ
夫
人
の
指
輪
を
付
け
た
手
の
 

X線
写
真
で
あ
っ
た
。
翌
18
 

9

 
6
年
に
は
、
も
う
胃
の
X
線
 

撮
影
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
も
つ
 

と
も
、
最
初
の
頃
は
硫
酸
バ
リ
 

ゥ
ム
は
な
く
、
次
硝
酸
蒼
鉛
を
 

粒
ま
た
は
液
状
に
し
て
飲
ん
だ
 

一
い
う
の
だ
か
ら
、
被
験
者
は
 

さ
ぞ
か
し
便
秘
で
苦
し
ん
だ
こ
 

と
だ
ろ
う
。
1910年
硫
酸
 

リ
ウ
ム
が
登
場
す
る
と
、
造
 

影
力
が
よ
く
、
安
価
で
あ
る
こ
 

と
も
関
係
し
て
著
し
く
普
及
し
 

た
。
途
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
改
良
 

が
な
さ
れ
た
と
は
い
え
、
こ
の
硫
 

酸
バ
リ
ウ
ム
は
現
在
で
も
使
わ
 

れ
て
い
る
の
だ
か
ら
驚
き
だ
。
 

つ
ま
り
、
消
化
管
の
レ
ン
ト
ゲ
 

ン
診
断
の
歴
史
も
、
山
下
病
院
 

と
同
様
に
ほ
ぼ
ひ
年
で
あ
る
。
 

レ
ン
ト
ゲ
ン
診
断
学
を
日
本
 

卜
輪
入
さ
れ
た
の
は
、
主
と
し
 

て
田
宮
知
耻
夫
.黒
川
利
雄
両
 

教
授
で
あ
る
。
田
宮
教
授
は
、
 

『
内
科
レ
ン
ト
ゲ
ン
診
断
学
』
 

へ
上
，
下
)と
い
う
名
著
を
出
版
 

さ
れ
た
。
こ
の
本
は
、
戦
中
戦
 

後
を
通
じ
て
 

，
」
の
道
に
い
そ
 

し
む
者
達
の
 

文
字
通
り
バ
 

ィ
ブ
ル
の
よ
 

、
つ
な
本
で
 

あ
っ
た
。
黒
 

川
利
雄
教
授
 

と
そ
の
一
門
 

は
、
当
時
の
 

田
冃
レ
ン
ト
ゲ
ン
 

診
断
学
の
大
 

系
を
集
約
し
 

た
が
、
そ
の
 

過
程
で
は
手
 

製
の
ス
ポ
ッ
ト
 

撮
影
装
置
を
 

考
案
さ
れ
た
 

り
、
多
く
の
 

臨
床
轾
験
か
 

ら
出
張
検
診
の
主
要
性
を
痛
感
 

さ
れ
て
実
施
、
現
在
の
集
団
検
 

診
の
基
礎
を
作
ら
れ
、
い
ず
れ
 

も
現
在
に
至
る
ま
で
絶
大
な
貢
 

献
を
し
て
い
る
こ
と
は
申
す
ま
 

で
も
な
い
。
 

1
9

 0

 9
年
^
6
1
〔
I
I
力
 

2180110を
発
見
し
て
そ
れ
を
胃
 

潰
瘍
の
所
見
で
あ
る
と
し
、
1
 

9
 0

 9
年
ズ
0
1
2
ズ
1
1
6
〔
1
1
1
が
陰
 

性
欠
損
を
初
め
て
記
載
し
て
胃
 

癌
の
所
見
で
あ
る
と
指
摘
し
 

し
か
し
、
そ
の
後
X線
透
視
 

と
X線
写
真
に
よ
る
診
断
と
は
 

ど
ち
ら
が
よ
い
か
と
い
う
論
争
 

は
永
く
続
い
た
。
1910年
 

頃
か
ら
19

 5

 5
年
頃
に
一
一
重
 

造
影
法
が
こ
の
世
に
出
る
ま
で
 

は
、
透
視
優
位
の
説
が
主
流
を
 

な
し
て
い
た
。
19

 
6

 2
年
に
 

国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
 

れ
た
頃
で
も
、
透
視
主
視
の
流
 

れ
は
強
く
 X
線
写
真
は
2
枚
ま
 

で
と
い
う
の
が
原
則
で
、
そ
れ
 

ま
で
に
透
視
で
診
断
を
す
ま
せ
 

て
お
く
べ
き
だ
と
い
う
強
い
思
 

想
が
、
わ
が
国
の
指
導
的
大
 

学
，
病
院
の
常
識
で
す
ら
あ
つ
 

た
ト
 

こ
の
間
の
事
情
は
、
舘
野
之
 

男
博
士
の
資
料
(
『
画
像
資
料
 

が
物
語
る
身
体
の
文
化
史
』
ー
 

999、

 2月
)に
詳
述
さ
れ
 

て
い
る
の
で
、
し
ば
し
そ
の
名
文
 

を
借
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
 

，
、
す
る
。
 

I

 X線
透
視
と
X線
写
真
の
 

競
争
と
相
補
-
(
舘
野
之
男
 

博
士
資
料
よ
り
) 

(前
略
)X線
診
断
は
、
ご
く
 

初
期
の
頃
は
X線
写
I！
一
(法
が
撮
 

影
に
川
、
分̂
も
か
か
っ
て
い
た
 

の
で
問
題
に
な
ら
ず
、
も
っ
ぱ
ら
 

X線
透
視
法
が
用
い
ら
れ
て
い
 

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
X線
写
 

真
法
の
改
良
が
進
み
、
他
方
X
 

線
透
視
法
に
X線
障
害
の
危
険
 

性
の
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
 

と
、
消
化
管
の
検
査
に
透
視
法
 

が
よ
い
か
、
X線
写
真
法
が
よ
い
 

か
が
大
き
な
論
争
と
な
っ
た
。
 

こ
の
論
争
は
19

 0

 0年
代
か
 

ら
ず
っ
と
後
ま
で
、
形
を
か
え
 

人
を
か
え
、
様
々
な
角
度
か
ら
 

論
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
 

あ
る
が
、
1
9
1
0
年
代
の
 

〔
31.3311と
0016に
そ
の
典
型
 

的
な
例
を
見
る
，
」
と
が
で
き
る
。
 

。
&32コ
は
主
と
し
て
透
視
 

法
に
よ
っ
て
診
断
を
つ
け
、
写
真
 

は
ほ
ん
の
数
枚
補
助
的
に
学
生
 

そ
の
他
の
人
に
所
見
を
見
せ
る
 

た
め
に
撮
っ
て
い
た
。
彼
は
19
 

17年
に
発
行
し
た
--7116
 

6&80

 0
『
【
1
1
6
お
1
1
ョ
2
1
1
3
5
〇
9
3
巴
"
 

で
、
「
消
化
管
の
検
査
で
透
視
 

法
が
有
利
な
こ
と
は
、
い
く
ら
 

強
調
し
て
も
強
調
し
す
ぎ
る
こ
 

と
は
な
い
と
重
う
。
消
化
管
の
 

可
動
性
や
可
塑
性
、
蠕
動
や
逆
 

蠕
動
、
変
形
の
性
質
お
よ
び
そ
 

の
変
形
が
一
時
的
な
も
の
か
ど
う
 

か
、
ま
た
触
診
に
よ
る
影
響
、
呼
 

吸
に
よ
る
運
動
、
位
置
の
変
化
 

な
ど
は
透
視
法
に
よ
っ
て
の
み
正
 

確
な
情
報
を
う
る
こ
と
が
で
き
 

る
。
す
べ
て
の
変
化
は
一
刻
一
刻
 

連
続
的
に
望
み
の
角
度
か
ら
観
 

察
で
き
る
の
で
、
こ
、
つ
い
、
つ
占
め
 

を
考
慮
す
る
と
、
数
分
間
の
透
 

視
検
査
は
数
百
枚
の
X線
写
真
 

に
匹
敵
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
 

一
方
、
X線
写
真
法
を
多
用
 

し
た
代
表
は
〔
016

 

7
9
1
 

2〕
で
あ
る
。
彼
は
蛍
光
板
を
 

単
に
X線
の
硬
さ
を
チ
ヱ
ッ
ク
し
、
 

概
観
を
観
察
し
、
撮
影
部
位
を
 

決
め
る
た
め
の
手
段
に
用
い
て
、
 

診
断
は
X線
写
真
に
も
と
づ
い
 

て
行
っ
た
。
そ
う
は
い
つ
て
も
、
胃
 

腸
は
031.3611の
主
張
す
る
よ
 

う
に
、
そ
れ
自
体
の
運
動
が
あ
 

る
上
に
、
体
位
や
腹
部
に
加
え
 

ら
れ
た
圧
力
で
非
常
に
大
き
く
 

変
形
す
る
の
で
、
ー
枚
の
X線
 

写
真
で
は
済
ま
な
か
っ
た
。
 

？
16は
し
た
が
っ
て
、
何
枚
も
の
 

X線
写
真
を
撮
影
す
る
方
向
に
 

と
，
.̂
 

"
！

！

1
1
1
1
1
1
1
5
1
6

 
1
6
0
1
1
-

3̂
1̂
と
か
呼
ば
れ
る
方
法
を
 

あ
み
出
し
た
。
彼
は
こ
の
考
え
 

を
も
っ
と
進
め
た
も
の
と
し
て
X
 

線
映
画
に
も
と
り
組
ん
だ
が
 

？

当

時

の

技

術

で
 

は
、
臨
床
的
成
果
を
挙
げ
る
に
 

は
至
ら
な
か
っ
た
。
 

な
お
、
こ
う
し
た
方
法
の
優
 

劣
は
、
結
局
は
解
剖
所
見
に
ど
 

，
」
ま
で
迫
れ
る
か
に
よ
つ
て
決
ま
 

る
。
051ひ
の
場
合
、
彼
の
仕
事
 

を
疑
い
の
目
で
見
て
い
た
外
科
医
 

に
よ
っ
て
、
一
種
の
試
験
が
行
わ
 

れ
さ
え
し
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
 

の
外
科
医
が
診
察
の
結
果
、
手
 

術
の
必
要
あ
り
と
し
た

例̂
 

を
、
術
前
に
0016に
X線
検
査
 

だ
け
で
診
断
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
 

彼
は
、
：
：
例
は
手
術
を
要
す
る
 

疾
患
な
し
、
：
：
例
は
胃
潰
瘍
あ
 

る
い
は
胃
癌
と
診
断
し
、
残
る
 

5
例
は
確
定
診
断
に
至
ら
な
 

か
っ
た
と
報
告
し
た
。
そ
の
後
の
 

手
術
の
結
果
で
は
、
手
術
の
要
 

な
し
と
〔
016が
診
断
し
た
い
 

例
は
す
べ
て
そ
の
通
り
で
あ
っ
た
 

し
、
胃
潰
搭
あ
る
い
は
胃
癌
と
 

診
断
し
た
"例
の
う
ち
9例
は
 

正
解
で
あ
っ
た
の
で
、
よ
う
や
く
 

信
用
を
う
る
に
至
っ
た
と
い
う
 

(
门
0
1
6
1
9
1
4
 

ら
、
1915〕
 

I日
本
に
お
け
.る
消
化
管
診
 

断
学
の
発
展
I
 

胃
を
代
表
と
す
る
消
化
管
の
 

X線
診
断
は
、
第
一
一
次
世
界
大
 

戦
後
の
日
本
で
さ
ら
な
る
発
展
 

を
遂
げ
た
。
こ
の
原
動
力
と
 

な
っ
た
の
は
、
千
葉
大
学
の
白
 

壁
彦
夫
、
市
川
平
三
郎
、
熊
倉
 

賢
二
氏
ら
で
あ
る
が
、
194
 

7
年
頃
か
ら
の
腸
結
核
の
研
究
 

に
始
ま
り
、
胃
潰
瘍
、
胃
が
ん
、
 

胃
ポ
リ
Iプ
な
ど
の
診
断
で
、
 

次
々
と
世
界
を
リ
︱
ド
す
る
成
 

果
を
挙
げ
た
。
こ
の
研
究
は
、
 

後
に
は
開
業
医
ま
で
も
巻
き
込
 

ん
だ
全
日
本
的
な
も
の
に
な
る
 

が
、
そ
の
成
果
は
、
消
化
器
疾
 

患
の
早
期
診
断
や
治
療
成
績
の
 

向
上
に
役
立
っ
た
ば
か
り
で
な
 

く
、
そ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
 

か
っ
た
疾
患
の
初
期
像
を
多
数
、
 

病
理
学
者
に
提
供
し
て
、
病
理
 

《
子
自
体
さ
へ
も
変
ゝ
ん
て
し
ま
つ
 

た
ほ
ど
の
も
の
に
な
っ
た
。
 

こ
の
研
究
の
技
術
的
特
徴
は
 

一
口
に
「
一
一
重
造
影
法
」
と
い
わ
 

れ
る
。
そ
れ
ま
で
の
主
流
の
造
 

影
剤
充
盈
法
が
、
造
影
剤
で
膨
 

れ
た
胃
の
辺
縁
の
変
化
を
見
て
 

い
た
の
に
対
し
、
こ
の
方
法
で
 

は
、
空
氣
と
造
影
剤
を
使
い
(一
一
 

重
造
影
)、
空
氣
で
適
度
に
膨
 

ら
ま
せ
た
胃
の
壁
に
造
影
剤
を
 

塗
り
つ
け
る
よ
、
つ
に
し
て
、
胃
 

の
粘
膜
の
様
子
を
詳
細
に
描
き
 

出
す
。
こ
の
目
的
の
た
め
、
さ
 

ま
ざ
ま
な
研
究
が
同
時
並
行
で
 

進
め
ら
れ
た
。
飲
め
ば
胃
の
中
 

で
適
量
の
空
1̂
を
発
生
す
る
発
 

泡
剤
の
研
究
、
胃
壁
に
塗
り
つ
 

け
易
く
か
つ
細
か
い
線
で
も
く
つ
 

き
り
映
し
出
せ
る
造
^̂
剤
の
開
 

発
、
被
験
者
の
体
位
を
変
え
る
 

だ
け
で
、
ど
う
や
っ
た
ら
造
影
 

剤
を
効
率
的
に
胃
壁
に
塗
り
つ
 

け
ら
れ
る
か
の
研
究
、
塗
り
つ
 

け
た
ら
そ
の
瞬
間
を
逃
さ
ず
に
 

撮
影
で
き
る
X線
装
置
の
開
発
 

な
ど
な
ど
で
あ
る
。
 

以
上
の
研
究
の
中
で
大
事
な
 

の
は
、
手
術
前
の
X線
像
と
、
手
 

術
標
本
と
の
突
き
合
わ
せ
で
あ
 

る
。
あ
る
い
は
手
術
直
後
の
胃
 

に
造
影
剤
を
満
た
し
て
さ
ま
ざ
 

ま
な
条
件
で
撮
影
し
た
X線
 

像
、
手
術
前
の
X線
像
と
手
術
 

標
本
と
の
突
き
合
わ
せ
が
徹
底
 

し
て
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
 

X線
像
を
丁
寧
に
ス
ケ
ッ
チ
し
、
 

ス
ケ
ッ
チ
の
線
の
一
本
一
本
と
手
術
 

標
本
に
見
ら
れ
る
線
の
一
本
一
本
 

を
丹
念
に
突
き
合
わ
せ
た
，
」
と
 

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
と
て
も
言
語
 

記
述
で
は
不
可
能
な
作
業
で
あ
 

る
。
つ
ま
り
、
日
本
の
消
化
管
X
 

線
診
断
は
、
ス
ケ
ッ
チ
を
ビ
ル
ト
 

イ
ン
し
た
形
で
成
立
し
た
と
言
 

え
る
0
 

少
し
く
引
用
が
長
く
な
つ
た
 

が
、
現
在
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
診
断
の
 

レ
ベ
ル
に
達
す
る
ま
で
に
は
、
実
 

に
多
く
の
先
人
達
の
真
剣
な
論
 

争
が
あ
り
、
次
第
に
現
在
の
姿
 

に
集
約
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
 

を
、
も
、
つ
一
度
ふ
り
か
、
え
っ
て
み
 

る
の
も
有
益
な
こ
と
だ
ろ
、
つ
と
 

思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
 

今
で
は
、
透
視
は
撮
影
の
た
 

め
の
手
段
で
あ
る
と
い
う
視
点
 

に
疑
義
を
唱
え
る
人
は
い
な
い
 

だ
ろ
、
,，
I 

し
か
し
、
こ
の
一
一
重
造
影
法
 

の
開
発
当
初
で
は
、
や
は
り
上
 

述
の
〔
016の
場
合
と
同
じ
よ
う
 

に
、
外
科
医
の
厳
し
い
試
験
に
 

合
格
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
 

た
の
は
当
然
の
こ
と
だ
っ
た
。
切
 

除
標
本
と
精
密
に
比
較
す
る
実
 

例
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
っ
て
、
 

は
じ
め
て
白
壁
ら
が
主
張
す
る
 

X線
所
見
が
、
本
当
に
存
在
す
 

る
と
い
、
つ
こ
と
が
納
得
さ
れ
る
 

よ
う
に
な
つ
た
の
だ
。
そ
う
で
な
 

け
れ
ば
、
そ
の
後
発
見
さ
れ
る
 

よ
う
に
な
っ
た
早
期
胃
癌
症
阀
 

の
胃
切
除
に
外
科
医
が
同
意
す
 

る
は
ず
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
 

に
し
ろ
、
早
期
胃
癌
の
中
に
は
 

と
い
、
つ
よ
り
も
ほ
と
ん
ど
の
場
 

合
に
、
開
腹
し
て
外
科
医
が
胃
 

を
直
接
触
診
し
て
も
異
常
の
わ
 

か
ら
な
い
よ
、
つ
な
病
変
が
あ
っ
た
 

か
ら
で
あ
る
。
診
断
医
を
外
科
 

医
が
信
用
す
る
こ
と
な
し
に
、
 

そ
う
い
う
標
本
を
診
断
医
が
手
 

に
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
の
 

だ
。
こ
の
診
断
法
が
普
及
し
て
 

い
く
過
程
で
は
、
ど
こ
の
大
学
で
 

も
、
ど
，
」
の
大
病
院
で
も
、
診
断
 

医
と
外
科
医
と
が
激
論
す
る
場
 

面
を
経
験
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
 

る
。
 

サ
」
う
し
て
症
冽
が
増
え
て
く
 

る
に
従
っ
て
、
粘
膜
の
微
細
な
病
 

変
が
、
ど
う
X線
像
と
し
て
描
 

写
さ
れ
る
か
が
、
さ
ら
に
明
ら
 

か
と
な
り
、
透
視
中
に
は
決
し
 

て
見
え
な
い
よ
う
な
病
変
が
、
 

写
真
で
は
明
暸
に
わ
か
る
場
合
 

が
多
く
な
つ
た
。
つ
ま
り
、
異
常
 

を
客
観
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
 

可
能
と
な
っ
た
し
、
，
」
の
点
が
レ
 

ン
ト
ゲ
ン
診
断
の
最
大
の
特
徴
 

と
な
っ
た
。
 

そ
の
後
、
松
江
、
巿
川
ら
は
、
 

胃
の
内
面
を
"区
域
に
分
け
 

て
、
そ
れ
ら
の
す
べ
て
の
部
位
 

が
、
一
連
の
フ
ィ
ル
ム
上
の
ど
こ
 

か
に
写
っ
て
い
る
か
Îか
を
検
証
 

す
る
研
究
を
行
っ
た
。
"区
域
 

を
示
す
地
図
は
協
ガ
し
た
技
 

師
達
に
よ
っ
て
"す
と
ま
つ
ぶ
"と
 

い
う
ニ
ッ
ク
ネ
が
つ
け
ら
れ
 

た
つ
ま
り
51。
112。
11と
1113で
 

を
連
結
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
 

胃
の
中
が
す
べ
て
撮
影
さ
れ
て
い
 

る
か
否
か
を
、
こ
の
す
と
ま
つ
ぶ
 

に
よ
っ
て
検
証
し
た
。
そ
し
て
、
 

客
観
的
デ
ー
タ
(
画
像
)
を
残
 

す
努
力
を
し
て
今
日
に
至
っ
て
 

い
る
。
こ
の
こ
と
が
、
一
一
重
造
^̂
 

法
を
集
団
検
診
の
ス
ク
リ
︱
二
 

ン
グ
に
応
用
す
る
と
き
の
最
大
 

の
要
点
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
 

て
、
こ
の
こ
と
が
ま
た
、
読
影
力
 

の
向
上
の
た
め
に
、
胃
を
立
体
 

的
に
ィ
メ
︱
ジ
す
る
の
に
役
立
つ
 

て
い
る
と
田
0つ
て
い
る
。
 

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
 

踏
ま
え
て
、
19

 6

 0年
代
に
 

は
、
日
本
胃
集
団
検
診
学
会
 

は
、
集
団
検
診
用
の
間
接
撮
影
 

！
 2よ
る
標
準
撮
影
体
位
を
改
訂
 

し
た
。
そ
れ
ま
で
は
平
均
4枚
 

程
度
の
撮
影
枚
数
で
あ
っ
た
も
 

の
を
、
最
小
6枚
十
"と
し
、
数
 

枚
の
一
一
重
造
影
像
を
加
味
し
た
 

も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
後
年
 

最
小
7枚
十
ひ
に
改
訂
し
た
が
、
 

と
か
く
世
間
は
、
こ
れ
ら
を
6
 

枚
法
と
か
7枚
法
と
か
と
呼
 

称
し
て
、
技
師
の
裁
定
に
ゆ
だ
 

ね
た
"枚
は
、
消
え
去
つ
た
か
の
 

感
を
与
え
て
い
る
。
現
在
は
、
さ
 

ら
に
高
濃
度
低
粘
稠
性
の
バ
リ
 

ゥ
ム
が
や
っ
と
登
場
し
て
き
た
の
 

で
、
充
盈
像
を
で
き
る
だ
け
減
 

ら
し
て
一
一
重
造
影
像
を
増
や
す
 

方
法
が
提
案
さ
れ
、
再
々
改
定
 

の
気
運
に
あ
る
，
」
と
は
|吾
ば
し
 

い
こ
と
と
い
、
ん
ょ
、
つ
。
 

蛇
足
で
は
あ
る
が
、
こ
、
つ
い
 

う
見
地
か
ら
、
自
ら
の
撮
影
方
 

法
を
検
証
す
る
努
力
が
、
内
視
 

鏡
診
断
の
分
野
に
乏
し
い
の
は
、
 

ど
、
つ
し
た
，
」
と
か
と
思
わ
れ
る
。
 

最
近
の
内
視
鏡
の
発
達
は
め
ざ
 

ま
し
い
も
の
が
あ
る
の
に
も
か
か
 

わ
ら
ず
、
撮
影
さ
れ
た
一
連
の
 

フ
ィ
ル
ム
の
中
に
、
田
I！
の
す
ベ
て
の
 

区
域
が
写
っ
て
い
な
い
の
が
ほ
と
 

ん
ど
す
べ
て
で
あ
る
。
な
ぜ
か
と
 

い
え
ば
、
内
視
鏡
専
門
医
が
視
 

い
て
い
て
、
異
状
の
あ
っ
た
部
位
 

の
み
を
撮
^̂し
て
い
る
か
ら
で
あ
 

ろ
う
。
異
状
が
見
え
な
か
っ
た
 

部
位
に
も
、
実
は
異
常
が
存
在
 

す
る
か
も
し
れ
な
い
と
は
、
田
心
 

わ
な
い
医
師
が
多
す
ぎ
る
。
こ
 

れ
は
、
あ
た
か
も
、
1刖
述
し
た
 

よ
う
に
、
1910年
弋
に
透
 

視
を
優
先
す
べ
き
か
、
写
真
撮
 

影
を
重
視
す
ベ
き
か
を
真
剣
に
 

な
っ
て
議
論
し
た
先
人
の
道
を
 

思
い
出
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
 

内
，
鏡
は
、
1910年
弋
の
 

レ
ン
ト
ゲ
ン
の
時
代
に
い
る
の
で
 

は
な
い
か
と
す
ら
思
え
る
の
で
 

あ
る
。
X線
と
内
視
鏡
は
、
併
 

せ
て
1本
と
い
え
る
よ
う
な
種
 

類
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
く
 

心
に
留
め
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
 

う
。
と
は
い
っ
て
も
な
か
な
か
理
 

解
し
て
も
ら
え
な
い
の
で
は
な
い
 

か

。

先

人

の

と

门

0
1
6
 

を
代
表
と
す
る
議
論
が
、
一
一
重
 

造
影
法
が
出
現
す
る
ま
で
年̂
 

以
ヒ
も
続
い
た
こ
と
を
思
い
、
こ
 

の
分
野
で
も
、
人
間
が
関
係
す
 

る
以
上
、
や
は
り
時
間
が
か
か
 

る
も
の
な
の
だ
ろ
、
つ
か
。
 

な
ん
と
言
っ
て
も
、
消
化
管
の
 

異
状
の
診
断
に
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
 

と
内
視
鏡
と
は
双
璧
で
あ
り
、
 

い
ず
れ
も
わ
が
国
が
、
完
全
に
 

世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
，
」
と
は
 

直
口
ば
し
い
こ
と
だ
。
し
か
し
、
こ
 

れ
ら
の
技
術
の
レ
ベ
ル
が
一
部
(。
へ
 

ン
シ
ル
バ
ー
ー
ァ
大
学
等
)を
除
い
 

て
は
あ
ま
り
〗
咼
く
な
い
米
国
で
 

は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
と
い
え
ば
、
X
 

線
ー
じ
丁
が
も
っ
ぱ
ら
主
役
を
 

占
め
て
い
る
。
消
化
器
の
う
ち
 

の
実
質
臓
器
に
関
し
て
は
も
ち
 

ろ
ん
の
こ
と
、
X線
︱
匸
丁
は
と
 

て
つ
も
な
い
威
力
を
発
揮
し
て
い
 

る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
 

が
、
消
化
管
の
よ
う
な
管
腔
臓
 

器
の
粘
膜
面
ま
で
美
し
く
画
き
 

出
す
時
代
が
く
る
の
か
も
し
れ
 

な
い
。
も
し
そ
、
つ
な
ら
、
少
し
 

で
も
早
く
そ
の
と
き
が
く
る
の
 

を
期
待
し
た
い
が
、
時
間
が
か
 

か
る
の
な
ら
、
今
の
患
者
を
救
 

う
の
に
は
、
今
の
技
術
で
十
分
 

な
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
十
分
に
 

身
に
つ
け
て
、
広
く
一
般
人
が
そ
 

の
利
を
み
又
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
 

る
こ
と
が
大
切
だ
ろ
う
。
 

こ
こ
年̂
の
歴
史
を
ふ
り
か
 

え
る
と
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
と
内
視
 

鏡
の
進
歩
が
、
病
理
学
の
癌
の
 

組
織
学
的
な
診
断
基
淮
"ま
で
変
 

え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
 

貴
重
な
経
験
で
あ
っ
た
。
多
く
 

の
分
野
で
似
た
よ
う
な
進
歩
が
 

あ
つ
た
と
思
う
が
、
地
に
足
の
つ
 

い
た
地
道
な
努
力
が
継
続
さ
れ
 

て
、
"世
紀
に
は
さ
ら
に
す
ば
 

ら
し
い
進
歩
の
花
を
咲
か
せ
て
 

ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。
 

(ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
社
の
許
可
 

を
得
て
転
載
) 



平成 1 2年 3月 1 0日 胃 集 検 通 信 4 

注腸用造影剤の付着性 
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注腸用造影剤の物性変化因子 
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さ
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注
腸
バ
リ
ウ
ム
の
開
発
の
現
状
と
胃
部
用
と
 

の
違
い
」
 

共
成
製
薬
株
式
会
社
生
産
部
研
究
開
発
課
 

課

長

原

耕

三
 

1
注
腸
用
バ
リ
ウ
ム
の
開
発
の
現
状
，
 

に
フ
レ
̶
ト
を
傾
斜
さ
せ
、
ゲ
ー
 

ト
を
開
き
、
流
れ
る
バ
リ
ウ
ム
 

溶
液
の
付
着
厚
み
を
レ
ー
ザ
̶
 

変
位
計
で
測
定
し
ま
し
た
。
 

粒
度
分
布
以
外
の
物
性
条
件
 

を
同
じ
に
し
た
注
腸
用
バ
リ
ウ
 

ム
造
影
剤
を
つ
く
り
、
粒
度
分
 

布
の
変
化
に
お
け
る
付
着
厚
み
 

と
時
間
と
の
関
係
を
調
べ
て
み
 

ま
し
た
。
 

そ
の
結
果
、
八
の
中
粒
子
-粗
 

粒
子
混
合
系
が
付
着
が
一
番
ょ
 

く
、
つ
い
で
0の
中
粒
子
系
、
8
 

の
微
粒
子
系
と
続
き
ま
す
。
一
 

番
付
着
が
悪
い
の
は
0の
粗
粒
 

子
系
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
 

バ
リ
ウ
ム
流
れ
を
川
と
し
て
、
 

バ
リ
ウ
ム
粒
子
の
粗
粒
子
は
3石
 

石
、
中
粒
子
は
小
石
、
微
粒
子
 

は
砂
と
想
定
し
ま
す
と
、
粗
粒
 

子
の
3石
石
は
川
の
上
流
か
ら
下
 

流
ま
で
川
の
流
れ
と
重
力
に
よ
 

り
す
ば
や
く
転
が
り
お
ち
て
し
 

，
類
量
 

5

合
 

種̂
配
 

0̂0
 

ゥ
径
度
 

门
子
 

バ
位
濃
 

酸
3̂
 

硫
 

注
揚
弔
と
胃
部
用
と
の
違
い
は
何
か
 

：
:月

日̂
(土
)よ
り
2日
(日
)ま
で
、
幕
張
メ
ッ
セ
国
際
会
議
場
に
於
い
て
第
ヮ
回
日
本
大
腸
検
査
学
会
総
会
(会
長
中
 

村
孝
司
帝
京
大
学
医
学
部
第
3内
科
教
授
)が
開
催
さ
れ
た
。
 

第
1日
目
の
教
育
セ
ミ
ナ
︱
；
：
：
"(大
腸
検
査
に
従
事
す
る
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
10で
、
バ
リ
ウ
ム
メ

 
︱
 

力
14社
開
発
担
当
者
が
「
注
腸
用
バ
リ
ウ
ム
の
開
発
の
現
状
」
を
講
演
さ
れ
た
。
 

胃
造
影
用
バ
リ
ウ
ム
は
、
全
国
胃
集
検
実
態
調
査
に
よ
れ
ば
、
卯
お
以
上
が
ゾ
ル
製
剤
が
使
わ
れ
、
全
国
大
学
病
院
調
 

査
で
も
、
8ぉ
以
上
が
ゾ
ル
製
剤
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
十
年
位
前
か
ら
粉
末
製
剤
の
割
合
が
増
え
、
最
近
で
は
、
慶
 

応
大
学
熊
倉
賢
一
一
教
授
が
十
年
懸
け
て
開
発
し
た
「
高
濃
度
バ
リ
ウ
ム
」
が
、
よ
う
や
く
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
 

ま
し
た
。
 

し
か
し
、
注
腸
用
は
昭
和

年̂
代
よ
り
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
、
狩
谷
先
生
や
西
沢
先
生
が
提
唱
し
た
"フ
ァ
イ
ン
ネ
ッ
ト
 

ヮ
︱
ク
パ
タ
︱
ン
"を
描
出
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
「
！̂
-ぉ
」
位
の
も
の
が
使
わ
れ
、
十
年
位
前
か
ら
低
濃
度
の
「
！̂
-呢
」
 

位
の
も
の
も
市
販
さ
れ
、
最
近
は
、
施
設
独
自
で
調
剤
し
た
「
画
，

お̂
」
以
上
の
も
の
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
「
注
腸
用
バ
リ
ウ
ム
」
に
は
、
熊
倉
先
生
が
研
鑽
し
た
胃
部
造
影
用
バ
リ
ウ
ム
理
論
の
よ
う
な
、
確
り
し
た
実
 

績
の
裏
付
け
が
な
い
の
が
現
状
で
し
た
。
 

今
回
の
講
演
に
は
ュ
ー
ザ
︱
で
あ
る
参
加
者
か
ら
、
メ
 

︱
力
︱
各
社
が
ど
の
よ
う
な
観
点
で
「
注
腸
用
バ
リ
ウ
ム
」
を
開
 

発
し
て
い
る
の
か
、
高
い
関
心
が
持
た
れ
て
い
ま
し
た
。
 

ま
ず
、
最
初
に
注
腸
用
バ
リ
 

ゥ
ム
と
胃
部
用
バ
リ
ウ
ム
の
違
い
 

を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

注
腸
用
と
胃
部
用
の
違
い
を
 

各
項
目
ご
と
に
説
明
い
た
し
ま
 

バ
リ
ウ
ム
農
芰
は
注
腸
弔
で
は
 

！
!:部
用
よ
り
半
分
程
度
の
濃
度
 

で
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

ハ
リ
ウ
ム
粒
子
径
は
胃
部
用
で
 

は
耐
酸
性
、
付
着
性
重
視
の
た
 

め
粗
粒
子
系
を
用
い
、
注
攝
用
 

で
は
ド
Î？
描
出
の
た
め
微
粒
 

子
系
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

，
粘
度
、
流
動
性
は
注
腸
用
の
 

方
が
低
く
、
腸
管
内
を
充
分
に
 

移
動
で
き
る
よ
う
に
 

し
て
お
り
ま
す
。
 

，
注
擤
用
べ
リ
ウ
ム
吏
 

用
量
は
腸
管
を
力
 

バ
ー
す
る
た
め
に
胃
部
 

用
よ
り
2倍
程
度
多
 

く
、
濃
度
と
の
関
係
 

は
胃
部
用
が
2倍
程
 

度
古
同
い
こ
と
か
ら
、
注
 

腸
、
胃
部
用
と
も
使
 

用
す
る
硫
 

酸
バ
リ
ウ
ム
 

の
絶
対
量
 

は
約
2
 0
 

0
か
ら
3
 

02&と
ほ
 

ぼ
同
じ
量
 

を
使
用
い
た
し
ま
 

.製
品
的
特
徴
は
注
 

腸
用
は
耐
腸
液
性
、
 

？
;̂？
描
出
性
を
、
 

胃
部
用
は
耐
酸
性
と
 

ァ
レ
ア
描
出
性
を
重
 

視
し
て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
注
腸
用
、
 

胃
部
用
の
使
用
濃
度
 

と
粘
度
と
の
の
関
係
を
 

表
し
た
図
で
あ
り
ま
 

注
腸
用
バ
リ
ウ
ム
が
 

胃
部
用
に
く
ら
べ
て
濃
 

度
、
粘
度
と
も
低
い
こ
 

と
が
判
り
ま
す
。
 

ま
た
、
胃
部
用
は
バ
 

ウ
ダ
ー
タ
イ
プ
と
ゾ
ル
タ
 

イ
ブ
が
あ
り
、
ゾ
ル
タ
 

ィ
プ
は
。
ハ
ウ
ダ
ー
タ
イ
プ
 

に
く
ら
べ
て
粘
度
が
高
 

く
、
使
用
濃
度
が
低
い
 

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
 

注
腸
バ
リ
ウ
ム
の
物
 

性
に
与
え
る
因
子
は
、
 

硫
酸
バ
リ
ウ
ム
の
粒
子
 

径
、
濃
度
に
よ
る
因
子
 

と
、
分
散
剤
、
懸
濁
化
 

剤
等
の
添
加
物
の
種
類
 

及
び
配
合
量
に
よ
る
因
 

子
が
あ
り
ま
す
。
 

そ
れ
ぞ
れ
の
物
性
の
 

特
徴
は
そ
れ
ら
の
因
子
 

が
絡
み
合
っ
て
出
て
く
 

る
結
果
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
注
腸
用
 

造
影
剤
の
物
性
に
与
え
 

る
因
子
は
い
ろ
い
ろ
と
 

あ
り
ま
す
が
、
究
表
時
 

間
の
関
係
上
、
「
注
腸
 

中
粒
子
系
は
適
度
の
付
着
と
 

拡
散
性
が
あ
る
た
め
フ
ァ
イ
ン
 

ネ
ッ
ト
ヮ
Iク
パ
タ
︱
ン
描
出
能
 

が
良
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
各
製
剤
に
配
合
 

し
て
い
る
粒
子
径
に
よ
り
、
そ
 

れ
ぞ
れ
違
っ
た
特
徴
が
あ
り
ま
 

以
上
、
注
腸
用
バ
リ
ウ
ム
の
 

開
発
に
つ
い
て
述
べ
て
き
ま
し
た
 

が
、
注
腸
用
と
胃
部
用
硫
酸
バ
 

リ
ウ
ム
X線
造
影
剤
の
違
い
は
、
 

注
腸
用
は
微
粒
子
、
低
濃
度
、
 

容
量
が
多
い
特
徴
が
あ
り
ま
 

す
。
硫
酸
バ
リ
ウ
ム
の
絶
対
量
 

ま
う
た
め
、
付
着
が
わ
る
く
、
 

粗
粒
子
に
中
粒
子
を
混
ぜ
る
こ
 

と
よ
り
、
大
き
な
岩
石
の
間
に
 

小
れ
が
た
く
さ
ん
入
り
込
む
た
 

め
、
そ
れ
が
ブ
レ
︱
キ
と
な
っ
て
 

粗
粒
子
の
流
れ
が
止
ま
る
た
 

め
、
付
着
が
よ
く
な
る
も
の
と
 

想
定
で
き
ま
す
。
微
粒
子
は
砂
 

と
同
じ
な
の
で
流
体
の
流
れ
に
 

よ
る
効
果
に
よ
っ
て
 

付
着
す
る
も
の
と
 

思
わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
、
 

付
着
を
厚
く
す
る
 

バ
リ
ウ
ム
粒
度
は
中
 

粒
子
，
粗
粒
子
混
 

合
系
で
、
つ
い
で
中
 

粒
子
系
が
よ
く
、
 

逆
に
粗
粒
子
系
単
 

独
だ
と
付
着
が
悪
 

く
な
る
結
果
が
得
 

ら
れ
ま
し
た
。
 

注
腸
用
バ
リ
ウ
 

ム
は
硫
酸
バ
リ
ウ
ム
 

濃
度
が
低
く
ま
た
 

腸
壁
に
薄
く
付
着
 

す
る
の
で
、
付
着
厚
み
の
わ
ず
 

か
の
差
が
画
質
に
与
え
る
影
響
 

が
大
き
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
 

す
。
 

バ
リ
ウ
ム
の
開
発
の
現
状
」
と
し
 

て
、
現
在
の
と
こ
ろ
判
明
し
て
い
 

る
硫
酸
バ
リ
ウ
ム
の
粒
子
径
が
 

物
性
に
与
え
る
^̂響
に
つ
い
て
お
 

話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

が
あ
り
、
中
粒
子
タ
イ
プ
は
フ
ァ
 

イ
ン
、
不
ッ
ト
ヮ
︱
ク
バ
夕
︱
ン
描
 

出
性
が
優
れ
て
お
り
中
粒
子
，
 

粗
粒
子
混
合
タ
イ
プ
は
高
濃
度
 

使
用
性
と
付
着
性
が
よ
い
特
徴
 

力
あ
り
ま
す
 

(ス
ラ
イ
ド
)
 

そ
の
他
の
製
品
の
粒
度
 

口
卯
バ
リ
ウ
ム
を
滴
下
 

し
て
、
ゼ
ラ
チ
ン
に
 

付
着
す
る
状
態
と
 

人
工
腸
液
に
拡
散
 

す
る
度
合
い
を
観
 

察
し
ま
し
た
。
 

(ス
ラ
イ
ド
) 

こ
れ
は
カ
イ
ゲ
ン
 

中
粒
子
.粗
粒
子
混
合
系
 

付
着
が
よ
い
た
め
、
腸
管
の
 

れ
に
強
く
、
濃
度
使
用
領
域
 

大
き
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
 

微
粒
子
径
バ
リ
ウ
ム
は
拡
 

性
に
富
む
た
め
、
適
度
に
腸
 

を
移
動
し
安
定
性
の
高
い
写
 

が
と
れ
ま
す
。
 

こ
れ
は
硫
酸
バ
リ
ウ
ム
粒
子
の
 

電
子
顕
微
鏡
写
真
で
す
。
 

粗
粒
子
タ
イ
プ
は
主
に
胃
部
 

用
に
用
い
ら
れ
、
微
粒
、
中
粒
 

子
タ
イ
プ
は
主
に
注
腸
用
に
用
 

い
ら
れ
ま
す
。
 

(ス
ラ
イ
ド
) 

市
販
製
品
の
バ
リ
ウ
ム
粒
度
 

に
つ
い
て
調
べ
た
結
果
を
示
し
ま
 

カ
イ
ゲ
ン
製
品
で
は
、
微
粒
 

：
ナ
タ
イ
プ
、
中
粒
子
タ
イ
プ
、
中
 

粒
子
，
粗
粒
子
混
合
タ
イ
プ
の
 

3タ
イ
プ
の
製
品
が
あ
り
ま
す
。
 

微
粒
子
タ
イ
プ
は
高
拡
散
性
 

分
布
 

を
調
 

ベ
ま
す
と
、
八
、
8の
微
粒
子
タ
 

ィ
プ
と
じ
の
中
粒
子
，
粗
粒
子
 

混
合
タ
イ
プ
が
あ
り
、
製
品
別
 

に
粒
度
分
布
に
差
と
特
徴
が
あ
 

る
こ
と
が
判
り
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
粒
度
分
 

布
が
付
着
拡
散
性
に
与
え
る
影
 

響
に
つ
い
て
調
べ
て
観
ま
し
た
。
 

(ス
ラ
イ
ド
) 

付
着
拡
散
性
の
試
験
方
法
は
 

10呢
ゼ
ラ
チ
ン
膜
に
人
工
腸
液
 

を
浸
し
、
角
度
5度
の
状
態
で
 

30マ
イ
ク
ロ
リ
ッ
ト
ル
の
試
験
 

製
品
の
付
着
 

拡
散
性
の
結
 

果
で
す
。
 

左
の
微
粒
 

子
系
製
品
は
 

拡
散
性
が
非
 

常
に
大
き
く
、
 

や
や
：
着̂
が
薄
 

い
傾
向
が
み
ら
れ
ま
 

右
の
中
粒
子
-粗
粒
 

子
系
混
合
製
品
で
は
 

適
度
に
拡
散
し
、
付
 

着
が
し
っ
か
り
て
お
り
 

真
中
の
中
粒
子
系
 

製
品
は
と
左
右
の
製
 

品
の
ほ
ぼ
中
間
の
物
性
 

状
態
を
し
め
し
て
お
 

り
、
適
度
の
拡
散
と
付
 

着
を
有
し
て
い
る
、
」
と
 

力
半
り
ま
す
 

そ
の
他
の
製
品
も
同
様
に
調
 

ベ
ま
す
と
、
八
の
微
粒
子
製
品
 

は
付
着
及
び
拡
散
性
も
適
度
で
 

あ
り
ま
す
。
 

8の
微
粒
子
製
品
は
付
着
も
 

薄
く
、
拡
散
性
も
か
な
り
大
 

き
い
タ
イ
プ
と
見
V：
け̂
ら
れ
ま
 

じ
の
中
粒
子
，
 

粗
粒
子
混
合
系
 

製
品
は
付
着
が
 

し
っ
か
り
し
て
い
 

ま
す
が
腸
液
に
 

拡
散
す
る
の
が
 

多
い
よ
う
に
見
 

ゆ
又
け
ら
れ
ま
す
。
 

同
じ
微
粒
子
 

系
で
も
付
着
、
 

拡
散
性
に
差
が
 

あ
る
の
は
、
分
散
 

剤
や
懸
濁
化
剤
 

な
ど
の
添
加
物
 

の
影
響
に
よ
る
 

も
の
と
思
わ
れ
 

わ
れ
わ
れ
は
、
さ
ら
 

に
硫
酸
バ
リ
ウ
ム
の
粒
 

子
径
が
付
着
厚
み
に
 

ど
の
よ
う
な
影
響
を
 

与
え
る
か
を
モ
デ
ル
 

的
に
調
べ
て
み
ま
し
 

き
」
 

バ
リ
ウ
ム
の
付
着
厚
 

み
測
定
は
人
工
腸
液
 

を
塗
布
し
た
セ
ル
口
ー
 

ス
膜
上
に
初
期
厚
み
 

1086で
、
一
定
角
度
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[ 表 面 型 ] 一 一高コントラスト-[ 表 面 型 ] 一 一高コントラスト-

[同曰検査]— 

-高溴度化 

[同曰検査]— 

1̂ 3密は 

[前処置]— 

胃-大腸における条件の逮いとバリウム物性 

〔形 

(胃） 

態〕袋状 

(大腺） 

筒状 

(パリゥムの物性） 

流動性 

〔生理機能〕 ^003耐酸性，耐塩性 
水分吸収浸透圧 

軽口 
〔手技〕のせる 

注入 流動性(受容性) 
つける付着性 
前処置耐塩性 

[高流動性][高付着性] 耐 塩 性 

耐粘液性 

小 粒 子 懸通化剤 大 粒 子 

大 腸 X 線 検 査 ( 注 腸 二 重 造 影 法 ) 

胃部造影用と注腸用バリウムの相違性 

；̂&1̂  ^ 

'くリウム 

耐酸性 

バリウム 

胃液分泌 
酸性 

ゆ乂線基本 1 
63 &3 5セ「16 3 
(胃小区） 

粘液量少ない 
水分吸収 

中性～弱̶〃 

3 06セ"0「1̂  031±5「0 
(網目構造） 

[高流動性][高付着性] 耐 堪 性 

耐粘液性 

懸 濁 化 剤 大 粒 子 

注 腸 用 バ リ ウ ム に 要 求 さ れ る 性 質 

〇経時的な造影能変化の防止 
再分散性(凝集防止).物性変化(粘度変化） 

0保存性の考慮 
容器形状，酎微生物性 

画 像 で 豊 富 な 診 断 情 報 を ; 

コダックX線フィルム 
様 々 な 診 断 現 場 で 、 高 品 質 な 画 像 を 提 供 し ま す 。 

1供する 

間接撮影用フィルム 

卩？：
1"！フイルム 

直接撮影用オルソフィルム 

イ ン サ イ ト 9 5 1 7 9 5 3 フ ィ ル ム 

：ノ 

間接撮影に最適な診断画像を提供します消化管撮影に求められる高品質画像に最新技術で応えます 
参コダック独自の丁-粒子乳剤技術を採用 參旺丄3芦技術の採用でクロスオーバ-光を極眼まで削減した鮮鋭度の高い画像 
搴ハイシャープネスでくっきりとした高鮮鋭画像を実現参バリウムのヌケがクリアに感じられ、安定した高画質を提供 

闩[八し丁闩！^0^0 0 ^ 1 5 1 0 ^ 

睡 

コタ'リク株式会社ヘルスイメージン^業部丁は山3)5644-516。 
〒103，8540中央区日本橋小網町6-1山万ビルIホームページれ̂)://\̂乂0ぉに00.1̂/4！] 

感'動'齲-造 

1^011：03 

滑 ら か で 奥 ゆ き の あ る 

ディ，イ^^港写力、 

讅 别 性 の 高 い 裸 や す い 

診断画像を提供します 

國微細な情報も逃さない高い鮮鋭性 

國ノィズの少ない優れた粒状性 

画識別性の高い特性曲線形状 

疆90秒処理による快適な作業性 

國新設計乳剤の採用による常に安定 
した処理性能 [！画質90秒処理!^フィルム] 

コ ニ 繊 撮 影 用 コ ま 1 - 1 X 7 I V ！ 曰 / ! 

コ ニ " 株 式 会 社 
61〔代）名古鼉56 

'ひヌ代）閱西3̂1 
1052)231-6241け 

圍̂ ̂ュと⋯—ノ ：お新宿1-26-2更ョョ業̂  03 334 。'「お,'，お-+'え'ニニュ、"'- 「：は'3349-5175(1弋: 

[廐流動性][裹付着性] 

0 

懸通化剤 

耐 塩 性 

耐粘液性 

( 付 着 1 

[薄'均一，確実] 

耐 塩 性 

；耐粘液性 

流動性(高） 

付着性(高） 

(濃度） 

浸透圧胃 

粒度'懸溷化剤 

11.̂1
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8
3
3
1
8
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^
 

し
た
『
注
腸
用
バ
 

リ
ウ
ム
の
高
濃
度
 

化
』
を
基
本
に
 

考
え
て
い
ま
す
。
 

(
表
)
 そ

し
て
、
そ
の
 

た
め
の
製
剤
設
 

計
と
し
て
は
大
 

粒
子
特
性
を
十
 

分
に
活
用
し
た
 

設
計
を
行
い
た
い
 

と
考
え
ま
す
。
 

(
表
)
 

注

腸

用

バ

リ

ウ

ム

の

製

剤

設

計
 

太
田
製
薬
株
式
会
社
 

富

樫

美

津

雄
 

れ
ま
す
 

一
方
、
大
腸
で
は
水
分
が
吸
 

収
さ
れ
る
た
め
、
ひ
び
割
れ
防
 

止
な
ど
も
製
剤
設
計
上
重
要
 

な
条
件
と
な
り
ま
す
。
 

(注
腸
用
バ
リ
ウ
ム
 

に
要
求
さ
れ
る
性
質
)
 

注
腸
用
バ
リ
ウ
ム
に
要
求
さ
 

れ
る
性
質
を
ま
と
め
て
み
ま
し
 

た
。
 

①
バ
リ
ウ
ム
濃
度
に
応
じ
た
適
 

度
な
付
着
性
 

②
複
雑
に
走
行
す
る
長
い
管
状
 

の
器
官
を
造
影
す
る
た
め
の
流
 

③
均
質
な
画
像
を
得
る
た
め
の
 

分
散
性
 

④
検
査
時
間
中
の
ひ
び
割
れ
防
 

止
 

⑤
発
生
し
た
気
泡
の
消
泡
性
 

そ
の
他
、
製
品
と
し
て
巿
場
 

ス
ラ
イ
ド
(
大
腸
X
線
画
像
精
 

度
)
 

用
の
造
影
剤
と
 

し
て
製
剤
設
計
 

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

大
腸
X線
検
査
に
お
け
る
画
 

像
精
度
は
、
種
々
の
要
件
で
左
 

右
さ
れ
ま
す
が
、
造
影
剤
の
選
 

定
も
重
要
な
因
子
と
考
え
ら
れ
 

-(胃
造
影
用
バ
リ
ウ
ム
 

と
注
腸
用
バ
リ
ウ
ム
)
 

胃
と
大
腸
で
は
解
剖
学
的
に
 

も
生
理
学
的
に
も
異
な
る
点
が
 

多
く
、
最
近
で
は
各
消
化
管
専
 

胃
部
造
影
用
 

バ
リ
ウ
ム
で
は
経
 

口
服
用
す
る
こ
 

と
か
ら
味
も
重
 

要
な
因
子
と
な
 

り
、
ま
た
、
胃
液
 

分
泌
に
よ
り
高
 

濃
度
バ
リ
ウ
ム
、
 

耐
酸
性
の
製
剤
 

設
計
が
求
め
ら
 

よ
う
な
状
況
の
下
で
、
弊
社
は
 

胃
の
バ
リ
ウ
ム
で
既
に
応
用
し
て
 

い
た
大
粒
子
特
性
(酸
、
ア
ル
力
 

リ
、
タ
ン
パ
ク
に
強
い
)に
着
目
 

し
、
よ
り
安
定
し
た
付
着
の
た
 

め
に
大
粒
子
を
配
合
し
た
製
剤
 

設
計
(表
)を
確
立
し
(バ
ロ
ジ
ェ
 

ク
ト
ゾ
ル

)̂、
現
在
で
は
他
の
 

多
く
の
製
剤
で
も
こ
の
考
え
が
 

応
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
 

こ
の
製
剤
設
計
に
お
い
て
も
大
 

粒
子
の
高
流
動
特
性
は
基
本
的
 

に
活
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
製
剤
 

の
高
流
動
性
の
保
持
の
た
め
に
 

依
然
と
し
て
濃
度
は
し
0域
に
 

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

1今
後
の
開
発
方
向
 

今
後
の
弊
社
の
目
指
す
開
 

発
.改
良
の
ポ
イ
ン
ト
は
あ
く
 

ま
で
医
療
(
臨
床
)
対
応
す
る
 

こ
と
、
つ
ま
り
「
表
面
型
病
変
 

の
よ
り
的
確
な
描
出
」
「
内
視
 

鏡
検
査
直
後
、
あ
る
い
は
多
様
 

化
す
る
前
処
置
後
の
化

Î
 丁
な
 

腸
粘
摸
へ
の
適
応
」
を
主
眼
と
 

消
泡
性
 

0ひ
害
お
 

防
止
 

分
散
性
 

流
動
性
 

付
着
性
 

：
 ：

 

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
^
^
 

物
性
を
造
り
出
す
I」
と
が
必
要
 

と
な
り
ま
す
。
 

形
態
的
に
は
袋
状
と
筒
状
の
 

検
木
31で
ま
 

口
︱
リ
ン
グ
 

な
ど
を
駆
 

は
2
 0

 0
か
ら
3
0
0
8
と
田
1
2
 

部
、
注
腸
と
も
ほ
ぼ
同
じ
量
で
 

あ
り
ま
す
。
 

注
腸
用
バ
リ
ウ
ム
の
開
発
で
 

は
、
本
題
で
は
粒
度
、
粒
子
径
 

に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
市
販
 

製
剤
の
硫
酸
バ
リ
ウ
ム
粒
度
に
 

差
が
あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
拡
散
 

性
、
付
着
性
に
差
が
あ
り
ま
 

モ
デ
ル
実
験
で
の
付
着
性
は
 

中
粒
子
，
粗
粒
子
混
合
系
が
良
 

く
、
つ
い
で
中
粒
子
系
が
よ
い
結
 

果
が
え
ら
れ
ま
し
た
。
 

以
上
、
「
注
腸
バ
リ
ウ
ム
の
開
 

発
の
現
状
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま
 

し
た
が
、
こ
の
話
が
皆
様
の
注
 

腸
用
製
剤
に
関
す
る
御
一
考
の
 

手
助
け
に
な
れ
ば
幸
い
と
感
じ
 

つ
つ
終
わ
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
 

注
腸
用
バ
リ
ウ
ム
の
開
発
の
現
状
 

堀
井
薬
品
工
業
株
式
会
社
 

企
画
開
発
部
雨
宮
哲
夫
 

消
化
管
バ
リ
ウ
ム
造
影
剤
の
 

開
発
に
お
い
て
、
良
好
な
映
像
 

の
た
め
に
求
め
ら
れ
る
バ
リ
ウ
ム
 

の
物
性
は
、
胃
の
検
査
の
場
合
 

と
大
腸
検
査
の
場
合
と
で
当
然
 

違
っ
た
も
の
と
な
っ
て
く
る
。
 

，
ミ
」
で
は
弊
社
に
お
け
る
バ
リ
 

ゥ
ム
造
影
剤
開
発
の
基
本
的
な
 

考
え
方
、
ま
た
今
後
の
開
発
の
 

方
向
性
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
 

し
胃
，
大
腸
に
お
け
る
条
件
と
 

バ
リ
ウ
ム
の
物
性
(
表
)
 

胃
と
大
腸
に
お
い
て
バ
リ
ウ
ム
 

の
良
好
な
付
着
を
得
る
た
め
に
 

は
、
胃
と
大
腸
の
「
形
態
」
「
機
 

能
」
の
違
い
、
検
査
「
手
技
」
の
 

違
い
を
考
慮
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
 

条
件
に
適
応
す
る
バ
 

違
い
が
あ
り
、
こ
の
条
件
で
は
 

大
腸
の
バ
リ
ウ
ム
に
お
い
て
、
よ
 

り
良
好
な
流
動
性
が
求
め
ら
れ
 

ま
す
。
ま
た
、
生
理
機
能
の
ョ
 

0乙
と
23ェ
〔
〇
〕
の
違
い
に
よ
 

り
、
胃
の
バ
 

リ
ウ
ム
に
 

は
耐
酸
性
 

が
求
め
ら
 

れ
、
大
腸
 

の
バ
リ
ウ
ム
 

こ
ま
耐
4
 

性
が
求
め
 

ら

れ

ま
 

そ
し
て
 

手
技
の
違
 

い
に
お
い
て
 

は
、
田
目
の
 

使
し
て
基
本
的
に
バ
リ
ウ
ム
を
 

粘
膜
に
「
の
せ
る
」
手
技
で
あ
 

る
の
に
対
し
、
大
腸
の
場
合
は
 

胃
の
場
合
ほ
ど
「
の
せ
 

る
」
手
技
が
駆
使
で
き
 

な
い
た
め
、
よ
り
高
い
 

付
着
性
が
バ
リ
ウ
ム
に
 

求
め
ら
れ
ま
す
。
 

え
注
腸
用
バ
リ
ウ
ム
の
 

製
剤
設
計
(薄
く
.均
一
 

で
，
確
実
な
付
着
の
た
 

め
に
)
 

注
腸
用
バ
リ
ウ
ム
の
 

開
発
に
お
い
て
は
上
述
 

し
た
よ
う
な
大
腸
に
 

適
応
し
た
物
性
を
造
 

り
出
す
に
は
ど
の
程
度
 

の
「
粒
度
」
の
バ
リ
ウ
 

ム
を
使
用
す
る
か
、
ま
 

た
「
懸
濁
化
剤
」
を
ど
 

う
組
み
合
わ
す
か
と
い
う
こ
と
 

に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
(表
)
 

従
来
の
バ
リ
ウ
ム
の
製
剤
設
 

計
(表
)は
小
粒
子
を
べ
︱
ス
と
 

し
、
高
 

巟
動
性
、
 

高
付
着
 

性
、
耐
 

塩
^
 、
 

耐
粘
液
 

性
な
ど
 

の
必
要
 

な
物
性
 

を
原
則
 

旳
こ
ま
 

&
 
II、

 I 

懸
蜀
化
 

剤
で
補
 

に
設
計
 

さ
れ
て
い
 

ま
し
た
。
 

そ
の
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技 術 の 曰 立 

こ れ か ら は 

-ダ 
ス ー パ ̶ ア イ ラ ン ド で す 。 # ～ 丁 八 〇 " 誦 

検診車へョコ積みするときでも「60師の映像系タテスライド」，「逆傾^45。」 

と機能を大きくし、さらに「映像系のョコスライド」を装備して天板のスライドをなくしました。 

"設置スペースが絶対的に狭い検診車にスペース効率良く搭載でき、しかも検診効率を良くし 

画買を向上させる。" 

この日立のコンセプ卜をさらにつきつめた 

のが「スーパーアイランド」です。 

胃集団検診用X線装置 

丁 リ 國 1 ^ 5 リ 

1 ̃ 1 7 * 7 リ ^ ^ /，〒101東京都千代田区内神田卜卜14日立鎌倉橋別館！！①ぉ̂ぉ̂门バ代表）毒北海遏（札幌̂6卜5651肇東北(仙台)昍1-6311肇東閔東（千葉）？5-5321き北関東（大宮）643-1487肇栗京293-1651鲁官么 
抹 I [ ： 1 5 卞 ェ ス ク つ ― I 44~1631#^ き横浜31卜5601譬静岡55ぅ？71参名古屋5 ミ都）256-3092秦大阪312-； I神戸24卜8181會中国（広島）221-2327秦四国（高松は卜4500象九州北(福岡） 

秦栗京西（八王子) 

擬 塑 性 流 動 

注腸用バリウムの製剤設計 

付着性 
流動性 
分 散 性 」 

消泡性 消泡剤 

耐ひび割れ 保湿剤 

耐微生物 防腐剤 

III！硫酸バリウム濃度 

造影剤に使用される水溶性高分子の種類 

一半合成高分子-

-合成高分子 

アラビアゴム.トラガン卜カラギーナン 

微生物系—デキストリン，キサンタンガム 

動物系—コンドロィチン硫酸ナトリウム 

セルロース系一カルメロースナトリウム̂"(；-̂) 

デンプン̂ 

アルギン8 

一可溶性デンプン 
――アルギン8プロピレングリコールエステル. 
&アルギン酸ナトリウム 

《リウム濃度に応じた付着性の付与 

バリウム濃度とトラガント添加量 

-ヽ 
| ^ ~ 

0 20 30 40 50 60 70 

硫酸バリウム濃度一、 

分 散 " 懸 濁 保 護 作 用 

~粒子 I 

イオン性 高分子 非イオン性 
活性剤 電解質 萬分子 

非イオン性 
活性剤 

100 200 300 400 

ズリ速度いノ3〉 

バリウムの付着性と粘度曲線 

"ひ恥硫酸バリウム） 

---付着良好 トラがント 
-付着不良 

粘 稠 剤 ， 分 散 剤 と バ リ ウ ム 流 動 化 点 粘 度 

浐 ダ ^ ^ ^ ぶ ^ ̂  ^ 

棒グラフ上の数確は，試料X加瀣度（神: 

水 溶 性 高 分 子 溶 液 の 粘 度 曲 線 

11秒 

23秒 

17秒 

77秒 

38秒 

43秒 

380秒 

141秒 

403秒 

0 100 200 300 400 

ズリ速度い/" 

各種 6 0 硫酸バリウム造影笑 

一粘度曲線と付着性'流動性の評価— 

試料 

酸
ナ
ト
リ
ウ
 

ム
も
低
粘
度
 

で
バ
リ
ウ
ム
を
 

箠̂
化
1-ま
 

す
。
こ
れ
 

ら
の
性
質
も
 

加
味
し
た
上
 

で
粘
稠
剤
や
 

分
散
剤
を
選
 

定
す
る
こ
と
 

に
な
り
ま
 

す
。
 

ス
ラ
イ
ド
 

(ト
ラ
ガ
ン
ト
 

添
加
量
と
バ
 

リ
ウ
ム
濃
度
)
 

ト
ラ
ガ
ン
 

に
提
供
す
る
に
は
経
時
的
な
造
 

影
能
変
化
の
防
止
や
微
生
物
に
 

対
す
る
保
存
性
の
考
慮
も
重
要
 

な
製
剤
設
計
条
件
に
な
り
ま
 

す
。
 

ス
ラ
イ
ド
(注
腸
用
バ
リ
ウ
ム
の
 

裂
斉
き
引
)
 

こ
の
X線
写
真
は
い
ず
れ
も
 

お̂
バ
リ
ウ
ム
に
よ
る
造
影
で
 

す
が
、
粘
稠
剤
組
成
の
違
い
で
 

造
影
能
に
大
き
な
違
い
が
生
 

じ
、
空
気
造
影
程
度
の
付
着
し
 

か
得
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
良
好
 

な
付
着
が
得
ら
れ
た
り
し
ま
 

す
。
 

ス
ラ
イ
ド
 

(
粘

度

曲
 

線
︱
付
着
 

不
良
と
良
 

好
付
着
比
 

較
)
 

私
共
は
 

こ
の
付
着
 

性
の
違
い
が
 

な
ぜ
生
じ
 

る
の
か
を
 

の
寄
与
も
重
要
 

な
選
定
基
準
と
 

一
ル
义
き
ー
ヾ
ヌ
 

ゥ
ム
の
分
散
安
 

定
性
は
、
電
気
 

的
保
護
作
用
や
 

立
体
的
呆
護
乍
 

用
を
利
-用
し
 

て
、
製
剤
に
付
 

与
い
た
し
ま
 

ス
ラ
イ
ド
(
流
 

動
化
点
粘
度
)
 

粘
稠
剤
.分
 

散
剤
の
流
動
化
 

点
粘
度
に
つ
い
 

て
比
較
し
て
み
 

ま
し
た
。
 

高
濃
度
の
バ
 

リ
ウ
ム
は
水
の
 

添
加
だ
け
で
 

は
流
動
化
せ
 

ず
ぺ
ー
ス
ト
状
 

に
な
っ
て
し
ま
 

い
ま
す
。
粘
 

稠
剤
の
中
で
 

は
じ
滅
じ
︱
^
 

&、
ア
ラ
ビ
ア
ゴ
 

ム
、
ア
ル
ギ
ン
 

酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
 

は
低
粘
度
で
バ
 

リ
ウ
ム
を
流
 

動
化
し
、
分
 

散
剤
の
ポ
リ
リ
 

ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
 

ム
ゃ
メ
タ
リ
ン
 

，
」
れ
ら
の
性
質
を
バ
リ
ウ
ム
造
 

影
剤
に
付
与
す
る
た
め
各
種
添
 

加
剤
を
選
定
し
て
い
き
ま
す
。
 

な
か
で
も
粘
稠
剤
の
選
定
は
 

付
着
性
，
流
動
性
，
分
散
性
に
 

大
き
な
影
響
を
与
え
る
た
め
、
 

最
も
重
要
な
因
子
と
考
え
て
お
 

〔
X線
写
真
︱
空
気
 

造
影
、
良
好
造
影
)
 

琦
玉
医
科
大
学
放
射
 

線
科
と
共
同
で
検
討
 

し
た
結
果
、
低
ズ
リ
 

速
度
に
お
け
る
粘
度
 

が
付
着
性
に
大
き
な
 

^̂
郷
音
を
与
え
て
い
る
 

こ
と
を
見
出
し
ま
し
 

た
。
.
 

ス
ラ
イ
ド
(グ
リ
セ
リ
 

ン
ん
ほ
腸
、
ソ
ー
ス
、
マ
 

ス
ラ
イ
ド
 

(
付
着
性
と
 

流
動
性
の
 

評
価
)
 

付
着
性
 

は
ズ̂
リ
速
 

度
の
粘
度
で
 

評
価
し
、
流
 

動
性
は
細
 

管
通
過
時
 

間
か
ら
古
巧
ス
 

リ
速
度
で
評
 

価
す
る
と
 

臨
床
的
な
 

評
価
と
-
致
 

す
る
，
」
と
力
 

分
か
り
ま
 

し
た
。
 

ス
ラ
イ
ド
 

(
バ
リ
ウ
ム
 

带
衣
斉
と
水
 

溶
性
高
分
 

子
の
種
類
)
 

造
影
剤
 

に
使
用
さ
 

れ
て
い
る
水
 

溶
性
高
分
 

子
を
示
し
 

れ
ら
の
中
 

か
ら
付
着
 

性
-流
動
性
 

を
考
慮
し
 

て
組
み
合
 

わ
せ
、
粘
稠
 

剤
組
成
を
 

設
計
し
て
 

い
き
ま
す
。
 

ス
ラ
イ
ド
(
水
溶
性
高
分
子
の
 

粘
度
曲
線
比
較
)
 

各
種
水
溶
性
高
分
子
の
流
動
 

性
を
あ
る
程
度
合
わ
せ
て
付
着
 

性
の
違
い
を
比
較
し
て
み
ま
し
 

た
。
I
 

キ
サ
ン
タ
ン
ガ
ム
や
ト
ラ
ガ
ン
ト
 

が
高
流
動
性
，
高
付
着
性
の
水
 

溶
性
高
分
子
と
し
て
分
類
 

さ
れ
ま
す
。
 

ス
ラ
イ
ド
(
分
散
，
懸
濁
保
護
 

作
用
)
 

水
溶
性
高
分
子
の
選
定
に
あ
 

た
っ
て
は
、
付
着
性
.流
動
性
と
 

い
う
レ
オ
ロ
ジ
カ
ル
な
特
性
の
ほ
 

か
、
バ
リ
ウ
ム
の
分
散
安
定
性
へ
 

ト
の
添
加
罢
 

付
着
罾
の
享
さ
を
细
 

ス
ラ
イ
ド
(摄
 

塑
性
流
動
)
 

付
着
性
が
 

良
好
な
擬
塑
 

性
流
；
:̂は
、
 

低
ず
り
速
度
 

で
は
高
分
子
 

の
か
ら
み
ム
ロ
 

い
に
よ
り
粘
 

度
抵
抗
が
生
 

じ
、
ニ
咼
ズ
リ
 

速
度
に
な
る
 

と
高
分
子
が
 

整
列
状
態
と
 

な
り
、
粘
度
 

抵
抗
が
小
さ
 

く
 

な
り
ま
す
。
 

ョ
-不
ー
ズ
)
 

使
え
 

ば
、
グ
リ
 

セ
リ
ン
浣
 

腸
は
付
着
 

不
良
の
バ
 

リ
ウ
ム
と
 

同

様

、
 

ニュ︱！̂ン
 

流
体
の
粘
 

度
曲
線
を
 

示

し

ま
 

そ
の
 

為
、
前
処
 

置
で
グ
リ
 

セ
リ
ン
浣
 

腸
を
行
う
と
。
付
着
不
 

良
を
起
こ
す
要
因
と
な
 

ま
た
ソ
︱
ス
は
付
着
 

良
好
の
バ
リ
ウ
ム
と
同
 

様
、
擬
塑
性
流
体
の
粘
 

度
曲
線
と
な
り
、
付
着
 

性
を
考
慮
し
た
設
計
に
 

な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
 

さ
ら
に
極
端
に
付
着
 

性
を
.1咼
め
る
と
マ
ヨ
ネ
1
 

ズ
の
様
に
降
伏
値
を
も
つ
 

粘
度
曲
線
と
な
り
ま
 

&

隱

漏

I
 

つ
ま
り
、
せ
 

着
性
と
流
動
 

性
と
い
う
一
 

見
、
相
反
す
 

る
性
質
を
同
 

時
に
寸
与
す
 

る
こ
と
が
で
 

き
ま
す
。
 

私
ど
も
は
 

比
較
し
や
す
 

い
よ
う
に
、
対
 

数
プ
ロ
ッ
ト
し
 

た
粘
度
曲
線
 

を
使
用
し
て
 

一
評
価
す
る
こ
 

と
と
し
ま
し
 

た
。
 

0
 

0
 

4
 

2
 

I

 

I
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胃 集 検 通 信 平 成 1 2 年 3 月 1 0 日 

^1 「リ」1「111\1 
^ 1 - 1 ^ 1 3 9 1 0 9 &【！"！ザ〇「巾3 

間 接 撮 影 画 像 の 質 的 変 革 

一 消 化 管 専 用 I V ！ 卜 「 0 新 登 場 。 一 

「間接撮影画像赠的変革」のコンセプトのもとに開発された「腸-？八」。 

その技術を採用した、消化管集団検診用フイルム「ぉト「6」新登場。 

最適な階調設計による診断しやすい画像で衡寸]検診に貢献します。 

富士メティカルイメージングフィルム 

1̂ 11-1=6 

画 質 を 重 視 し た 、 標 準 感 度 の 

消 化 管 集 団 検 診 用 フ ィ ル ム で す 。 

リスポットカメラ用としてご使 

用いただけます。 

き超高画質 
新ェしに粒子乳剤技^^を用いた微泣子、高鮮ま兑度、標準感 

粒状性の向上で微細な病変まで描出できます。 

消化管集団検診用に、二重造影像から充盈像まで広い濃度領域をバランス 

良く描出する最適な階調設計で診断しやすい画像が得られます。 

薬事許可番号（神用）第0006号 

喊 定 し , き ! ^ 

新2しに粒子乳剤の採用で」 

定した処理が可能です。 

0银(サイス〕 

ロールタイプ：100̂ X30.5̂  

100^X45.7111 

I！な潜像が形成され、90秒処理までの3 

富士メディカルシステム株式会社まで 

富士写真フィルム株式会社総発売元富士メテマカルシステム株式会社東京都中央区銀座7-！3-8第2丸高ヒ 苠京（[！ョ）3545-331 1(̂ 1 

省 ス ペ ー ス ィ 匕 と 

リ テ ィ イ メ ー ジ を 実 現 し た 

透 視 撮 影 台 で す 。 

( 東 芝 は 長 年 ネ 賫 み 重 ね た 経 験 と 実 續 の も と 、 

検 診 車 へ 横 置 き 搭 載 可 能 な 透 視 撮 影 台 0 丁 を 開 発 し ま し な 

設 置 面 種 の 省 ス ペ ー ス ィ 匕 と 検 診 効 率 の 向 上 、 さ ら に 檳 細 な 描 出 力 を 実 I 

消 化 器 集 団 検 診 を 強 力 に サ ポ ー 卜 し ま す 。 

1 ^ き 
' ： . ^ ^ : . ノ ^ " 罾 

ノ' 

參 検 診 車 へ 横 、 縦 置 き な ど 

自 由 に 搭 載 可 能 

參 ハ ン ド リ ン グ 性 、 安 全 性 に 優 れ る 

透 視 撮 影 台 

參 使 い や す さ と 安 全 性 を 重 視 し た 

東 芝 独 自 の ロ ー リ ン グ 天 板 （ 。 「 ！ ^ 製 ） 

肇 検 査 ス ル ー プ ッ ト が 向 上 す る 、 

オ ー ト リ タ ー ン 機 構 を 採 用 

參 検 診 車 へ 横 、 縦 置 き な ど 

自 由 に 搭 載 可 能 

參 ハ ン ド リ ン グ 性 、 安 全 性 に 優 れ る 

透 視 撮 影 台 

參 使 い や す さ と 安 全 性 を 重 視 し た 

東 芝 独 自 の ロ ー リ ン グ 天 板 （ 。 「 ！ ^ 製 ） 

肇 検 査 ス ル ー プ ッ ト が 向 上 す る 、 

オ ー ト リ タ ー ン 機 構 を 採 用 

， ^ 
肇 高 解 像 度 、 

ァ ド バ ン ス ト ~ ス ー パ - メ タ ル に 1 . 組 合 せ 

參 電 動 シ ョ ル ダ レ ス ト （ オ プ シ ョ ン ） に よ り 

検 査 効 率 が さ ら に 向 上 

透 視 撮 影 台 

株 式 衾 社 雍 蹇 ， 雍 蹇 メ テ マ 力 』 レ : ^ 式 さ 社 

本 社 / 東 京 都 文 京 区 3 丁 目 2 6 番 5 号 〒 1 1 3 - 8 4 5 6 丁6し03 0818〉 2043 〔X線営業部) 

资 料 請 求 券 
0X1^-5008 

注 腸 専 用 バ リ ウ ム 造 影 剤 の 市 場 動 向 
ー1^13統計— 

売
り
上
げ
(值

円
 

"-製品八 売
り
上
げ
(值

円
 

"-製品八 

II
価
ベ
ー
ス
年
，
 

，製品8 

；―製品じ 
II
価
ベ
ー
ス
年
，
 

圍 
II
価
ベ
ー
ス
年
，
 

1 9 9 3 1 9 9 4 1 9 9 5 1 9 9 6 1 9 9 7 1 9 9 8 

年度 

ベリエネマ，バリエネマ300の組成内容 

硫酸バリウム"(！她） 
トラガント末 

アラビアゴム末 
カスレメロースナ卜りゥム(̂̂ ！̂" 

ポリリン酸ナトリウム-

プロピレングリコール-

ソルビタン脂肪酸エステル'消泡剤 
ショ糖脂肪酸エステル一 

パラ才キシ安息香酸ェ 
パラ才キシ安息香酸ブ 

高付着性，高流動性の水溶性高タ 

分散"懸濁保護作用 

バリウムの分散剤 

ひび割れ防止の保水剤 

微生物に対する保存剤 

製 品 名 硫 酸 バ リ ウ ム 濃 度 容 量 

'ぐ1 1 丁 " ^ " 7 
ノ、リ丄不 X 

60 "ズ\1科 

^ 0ひ ^し 

60 "ズ\1科 

バ リ エ ネ マ 3 0 0 3 0 0 は 

バ リ エ ネ マ し 0 30 ^ / 乂 科 400 ̂ し 

1.検査部位による検査方法及び造影剤の基本的な違い 

胃-十二指腸（経に0 人腸（注腸） 

検 ^3 '用 3 0～2 0 0ゅ 9 6 20～130 + 96 

査 (厚生省承認） 10～300 1111 200～20001111 

方 前処置 鎮痙剤 食事制限、腸管洗浄、 

法 レ
 

造影剤 バリウム十発泡剤 ノ《リウム+空気 造影剤 バリウム十発泡剤 ノ《リウム+空気 

粒子径（分布） ゾル：小粒子〉巾粒子 ゾル：小粒子 

造 粉末：小粒子ぐ中粒子ぐ大粒子 粉末：小粒子〉中粒子 

影 粘性 ゾル：高粘性 ゾル：中粘性 

剤 粉^：低粘性 粉末：低粘性 

付着性 限度内 限度内 

^動'14： 1！ぉ虔内 限度内 

保水性 限度内 

※用法、用量は当社製品を対象 

な
バ
リ
ウ
ム
移
動
や
、
粘
膜
壁
へ
 

の
付
着
が
悪
く
、
ま
た
、
付
着
 

し
た
バ
リ
ウ
ム
が
凝
集
し
た
り
、
 

ヒ
ビ
割
れ
、
は
が
れ
等
の
変
化
を
 

起
こ
し
や
す
く
な
る
。
 

注
腸
用
バ
リ
ウ
ム
開
発
の
 

基
本
的
な
考
え
 

し
前
処
置
法
に
適
し
て
い
る
こ
 

と
 

.；
王
腸
埃
查
は
一
一
次
埃
診
の
精
 

密
検
査
法
、
あ
る
い
は
、
内
視
鏡
 

検
査
の
後
に
同
日
并
用
検
査
と
 

し
て
行
わ
れ
る
。
注
腸
一
董
造
 

影
の
写
真
の
良
悪
は
、
充
分
に
 

前
処
置
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
 

不
可
欠
で
あ
る
が
、
前
処
置
剤
 

や
受
診
者
の
個
人
差
に
よ
り
、
 

腸
管
内
は
上
部
消
化
管
に
比
べ
 

て
残
留
水
分
や
腸
液
が
多
い
た
 

め
、
バ
リ
ウ
ム
と
の
親
和
性
が
よ
 

く
、
変
性
の
起
、
」
ら
な
い
-」
と
が
 

必
要
で
あ
る
。
 

，
前
処
置
剤
の
無
機
電
解
質
 

(例
え
ば
2？
、
ミ
22十
、
 

0̂42ム
等
は
、
バ
リ
ウ
ム
の
凝
 

集
を
起
こ
す
原
因
物
質
で
あ
 

り
、
こ
れ
ら
に
影
響
を
受
け
に
 

く
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

1検
査
時
間
に
影
響
を
受
け
に
 

く
い
こ
と
 

.大
腸
に
お
い
て
は
特
に
生
理
 

的
作
用
に
よ
り
水
分
吸
収
が
激
 

し
く
、
粘
膜
壁
に
付
着
し
た
バ
 

リ
ウ
ム
が
ヒ
ビ
割
れ
を
起
I」
し
ゃ
 

す
い
た
め
、
分̂
前
後
で
検
査
 

を
終
わ
ら
せ
る
の
が
理
想
的
で
 

あ
る
が
、
検
査
時
間
経
過
に
お
 

い
て
も
ヒ
ビ
割
れ
を
起
こ
さ
な
い
 

な
ど
、
検
査
時
間
に
よ
る
影
響
 

を
み
又
け
に
く
い
こ
と
が
必
要
で
 

あ
る
。
 

10尺
装
置
に
適
応
し
て
い
る
こ
 

と
 1997̂

 ̂
月
)
統
計
(
医
 

療
機
器
.シ
ス
テ
ム
白
書
)に
よ
 

る
と
0尺
装
置
全
国
総
台
数
は
 

④
台
で
、
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
 

画
質
を
低
下
さ
せ
な
い
た
め
に
 

も
装
置
に
適
応
し
た
品
質
が
必
 

要
で
あ
る
。
 

4
受
診
者
(
特
に
高
齢
者
)
に
 

苦
痛
の
な
い
こ
と
 

.平
成
川
年
厚
生
白
書
に
よ
 

る
と
お
歳
以
上
の
人
口
構
成
割
 

合
は
、
平
成
2年
は
18

 0

 0 

万
人

況̂
)で
、
平
成
乜
年
は
 

2
 2

 0

 
0万
人
(卩
^

 2
ぉ
ズ
 

平
成
"年
は
2800万
人
 

(̂
ぉ
)が
予
想
さ
れ
、
高
齢
者
 

の
受
診
が
增
え
る
傾
向
に
あ
 

る
。
 

高̂
齢
者
は
一
般
に
生
理
機
能
 

が
低
下
し
て
い
る
の
で
品
質
的
 

に
は
考
慮
し
て
お
く
こ
と
が
大
 

切
で
あ
る
。
 

.健
常
者
の
、
」
と
を
考
え
る
と
 

ぉ
ョ
611

 一
^
な
検
査
が
行
よ
 

と
が
受
診
者
を
減
ら
さ
な
：
 

と
と
考
、
ん
て
い
る
。
 

ズ
に
お
い
て
は
楽
な
検
 

査
が
で
き
る
，
」
と
 

バ
リ
ウ
ム
が
原
因
と
な
る
写
 

真
不
良
は
透
視
や
、
読
影
を
行
 

う
先
生
方
は
疲
れ
る
と
言
わ
れ
 

る
こ
と
か
ら
、
診
断
価
値
の
山
咼
 

い
写
真
を
作
る
た
め
に
は
楽
な
 

検
査
が
行
え
る
バ
リ
ウ
ム
で
あ
る
 

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
 

お
わ
り
に
 

微
細
病
変
を
早
期
に
お
い
て
 

発
見
し
ょ
う
と
す
る
X線
検
査
 

に
お
い
て
成
否
を
決
め
る
因
子
 

は
、
前
処
置
、
バ
リ
ウ
ム
の
品
質
、
 

量
、
空
気
量
、
検
査
手
技
、
装
 

置
等
が
あ
り
、
最
も
大
事
な
点
 

は
バ
リ
ウ
ム
の
移
動
操
作
を
中
 

心
と
し
た
テ
ク
1ー
ッ
ク
と
言
わ
れ
 

て
い
る
が
、
造
；
剤̂
に
つ
い
て
は
、
 

先
述
の
基
本
的
な
こ
と
を
考
 

え
、
内
視
鏡
検
査
に
劣
ら
な
い
 

精
度
の
高
い
検
査
が
行
え
る
品
 

質
と
、
受
診
者
が
安
心
し
て
受
 

け
ら
れ
、
精
検
又
診
率
を
高
め
 

る
，
」
と
を
目
標
と
し
た
注
腸
用
 

造
影
剤
の
開
を
、
先
生
方
の
ご
 

指
導
を
受
け
な
が
ら
続
け
た
い
 

と
考
ゝ
る̂
。
 

ニ
ー

 ̂

 

^

 
^̂
5̂
3
^̂
^

 

一
一
 

一.
 

注
腸
用
バ
リ
ウ
ム
の
 

株
式
会
社
伏
見
製
 

は
じ
め
に
 

上
部
消
化
管
用
バ
リ
ウ
ム
は
 

高
濃
度
、
低
粘
性
バ
リ
ウ
ム
開
 

発
後
、
受
診
者
に
と
っ
て
は
飲
 

み
や
す
く
、
造
影
能
も
良
く
 

な
っ
た
と
評
価
を
受
け
て
い
る
 

が
、
注
腸
用
バ
リ
ウ
ム
に
つ
い
て
 

は
、
メ
︱
力
︱
と
し
て
今
ど
の
よ
 

う
な
こ
と
を
考
え
、
今
後
ど
の
 

よ
う
な
バ
リ
ウ
ム
を
提
供
し
て
 

く
れ
る
の
か
と
の
声
が
強
い
こ
と
 

か
ら
、
今
回
の
テ
︱
マ
「
注
腸
用
 

バ
リ
ウ
ム
の
開
発
の
現
状
」
が
決
 

ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 

発
の
現
状
 

所
 

森智
 

(炭
酸
ガ
ス
、
應
造
影
剤
の
 

使
用
方
法
が
異
な
る
。
 

硫
酸
バ
リ
ウ
ム
造
影
剤
と
し
 

て
は
、
粒
子
径
、
粘
性
、
付
着
 

性
、
流
動
性
及
び
保
水
性
等
が
 

異
な
る
。
粒
子
径
は
造
影
能
と
 

飮
み
や
す
さ
の
点
か
ら
上
部
消
 

化
管
用
は
大
粒
子
主
体
で
、
注
 

腸
用
バ
リ
ウ
ム
の
ゾ
ル
製
剤
で
は
 

小
粒
子
が
主
体
で
あ
る
。
粘
性
 

は
、
注
腸
用
バ
リ
ウ
ム
で
は
前
 

処
置
に
よ
り
残
留
水
分
が
多
い
 

場
合
が
あ
り
、
適
度
の
粘
性
が
 

必
要
と
な
る
。
付
着
性
、
流
動
 

性
に
つ
い
て
は
、
上
部
消
化
管
 

用
、
注
腸
用
共
に
適
度
の
付
着
 

の
注
腸
用
パ
リ
 

ゥ
ム
の
市
場
動
 

向
を
ー
不
し
ま
 

す
。
 

残
念
な
が
 

ら
、
こ
こ
数
年
 

は
廣
這
い
か
ら
 

減
少
傾
向
が
 

認
め
ら
れ
て
 

お
り
、
さ
ら
に
 

診
:̂ぎ
 

の
高
い
注
腸
 

用
の
バ
リ
ウ
ム
 

を
提
供
で
き
 

る
よ
う
に
努
 

力
し
て
い
き
た
 

い
と
考
え
て
お
 

(
結
語
)
 

バ
リ
ウ
ム
の
製
剤
設
計
に
お
い
 

て
、
バ
リ
ウ
ム
濃
度
に
応
じ
た
付
 

着
性
を
付
与
す
る
必
要
が
あ
り
 

バ
リ
ウ
ム
の
付
着
生
は
水
み
谷
 

性
高
分
子
の
種
類
と
添
加
量
に
 

依
存
い
た
し
ま
す
。
 

バ
リ
ウ
ム
の
流
動
性
と
付
着
 

性
は
レ
オ
ロ
ジ
カ
ル
な
評
価
と
対
 

応
い
た
し
ま
す
。
 

整
す
る
こ
と
が
で
き
、
各
種
バ
 

リ
ウ
ム
濃
度
に
対
し
て
至
適
添
 

加
量
が
存
在
し
ま
す
。
 

バ
リ
ウ
ム
濃
せ
又
に
芯
じ
た
せ
 

着
性
を
付
与
す
る
こ
と
で
、
低
 

濃
度
の
バ
リ
ウ
ム
で
も
充
分
診
 

断
能
を
有
す
る
造
影
が
可
能
と
 

私
共
の
バ
リ
エ
ネ
マ
し
じ
は
ト
 

ラ
ガ
ン
ト
以
上
に
高
付
着
性
-

古
冋
流
動
性
を
有
す
る
キ
サ
ン
夕
 

ン
ガ
ム
を
も
ち
い
た
30ぉ
濃
度
 

の
製
品
と
な
り
ま
す
。
 

ス
ラ
イ
ド
(バ
リ
エ
ネ
マ
シ
リ
ー
 

ズ
写
真
) 

バ
リ
エ
ネ
マ
、
バ
リ
エ
ネ
マ
30
 

ヽ
バ
リ
エ
、
不
マ
乙
じ
で
す
。
 

注
腸
専
用
の
バ
リ
ウ
ム
と
注
 

腸
容
器
を
組
み
合
わ
せ
た
製
品
 

で
す
。
 

ス
ラ
イ
ド
(バ
リ
 

エ
ネ
マ
の
内
容
 

説
明
) 

そ
れ
ぞ
れ
の
 

製
品
の
内
容
で
 

ス
ラ
イ
ド
(
バ
 

リ
エ
ネ
マ
組
成
)
 

バ
リ
エ
ネ
マ
、
 

バ
リ
エ
ネ
マ
30
 

0の
組
成
と
製
 

剤
設
計
上
の
添
 

加
目
的
を
示
し
 

ス
ラ
イ
ド
(
注
 

腸
用
バ
リ
ウ
ム
の
 

市
場
動
向
) 

各
メ
ー
力
︱
 

現
在
、
注
腸
用
バ
リ
ウ
ム
の
 

開
発
に
つ
い
て
、
当
社
の
基
本
的
 

な
考
え
方
を
述
べ
る
。
 

検
査
方
法
と
し
て
は
検
査
部
 

位
に
よ
り
バ
リ
ウ
ム
の
濃
度
、
使
 

用
量
、
前
処
置
方
法
、
及
び
陽
 

性
(
硫
酸
バ
リ
ウ
ム
)
，
陰
性
 

と
流
動
性
が
必
要
で
あ
る
が
，
 

注
腸
用
に
お
い
て
は
バ
リ
ウ
ム
の
 

移
動
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
上
 

部
消
化
管
用
に
比
べ
流
動
性
や
 

拡
散
性
の
良
い
こ
と
が
必
要
で
 

あ
る
。
さ
ら
に
、
注
腸
用
バ
リ
 

ゥ
ム
に
お
い
て
は
、
保
水
性
が
 

悪
い
と
大
腸
管
内
で
の
ス
ム
.ー
ズ
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第 6 0 回 日 本 消 化 器 集 団 検 診 学 会 関 東 甲 信 越 地 方 

〔 第 2 回 超 音 波 部 会 学 術 集 会 〕 〔 第 2 9 回 保 健 衛 生 部 会 研 修 会 〕 〔 第 1 回 消 化 管 造 影 フ ォ ー ラ ム 〕 

プ ロ グ ラ ム （ 案 ） 

日 時 ： 2 0 0 0 年 9 月 9 日 （ 土 ） 会 場 ： パ シ フ ィ コ 橫 浜 会 長 ： 今 村 清 子 （ 横 浜 市 立 市 民 病 院 ） 

命午前の部令 

【第 1会場】《消化管（上下部）画像関係》 

9 ： 0 0 ~ 1 2 ： 0 0 

[シンポジウムI】 

『画像診断で行う検診の問題点と対策一どうしたら 

見逃しを少なくできるか』 

司会：馬場保昌（医） 林 學 （ 医 ） 

シンポジスト：5名 

【第2会場】《検診システム関係》 

9 ：； 0 0 ~ 1 0 ： 3 0 

[一般演題] 

1 0 ： 3 0 ~ 1 2 ： 3 0 

[シンポジウムI门 

『血液，便で行う検診の問題点と対策一精検受診率 

をあげるにはどうしたらよいか』 

1.ぺプシニーゲン法を用いた胃がん検診 

2，便潜血で行う大腸がん検診 

総合司会：斎藤洋子（医）玉置扶美代（保） 

プレゼンテーター：中村忠夫（医）他 

ディスかンサ一：早川すみえ（保）小澤元美（保） 

【第3会場】《超音波関係》 

9 ： 0 0 ~ 1 1 ： 0 0 

[シンポジウム出] 

『腹部超音波検診における走査法』 

司会：増田英明（医） 大波忠（技） 

ノ、'ネリスト：6名 

総括発言：小野良樹（医） 

[お日〉皮'^^総：つ 

1 1 ： 0 0 ～ 1 2 ： 3 0 

[超音波教育セミナー] 

『リ 5所見の撮り方 /読み方』 

1.肝疾患演者：斎藤明子（医） や 

座長：依田芳起（医） 

1.胆滕疾患演者：岡庭信司（医） 

座長：高田悦雄（医） 

【第 1会場】《合同》 

1 2 ： 3 0 ̃ 1 3 ： 3 0 [ランチ: 

『新しい消化管画像診断』 

演者：今井裕（医） 

【世話人会】[第 2会場] 

1 2 ： 3 0 ̃ 1 3 ： 3 0 

【総 I X 1 1 3 1 ^ ^ 

1 3 ： 4 0 ̃ 1 4 ： 0 0 

ンミ一ティング] 

座長：有森正樹（医) 

令午後の部令 

【第 1会場】《合同》 

1 4 ： 0 0 ̃ 1 5 ： 0 0 [文化講演] 

『旅支度のように老をみる』 

演者：吉沢久子（文化評論家） 

※小学館3月2日発刊「サライ」誌に吉沢 

先生の記事力《あります。 

座長：今村清子（会長） 

1 5 ： 0 0 ̃ 1 6 ： 0 0 [教育講演] 

『消化管病理一最近の話題』 

演者：板橋正幸（医） 

座長：福富久之（医） 

1 6 ： 0 0 ̃ 1 7 ： 3 0 

[市川先生を囲んで対談] 

『新世紀へつなぐがん検診の期待を語る』 

対談：市川平三郎（医）竹原靖明（医) 

司会進行：丸山雅ー（医） 

令懇親会令 

17：30～ 

【第60回事務局】《問い合わせ先》 

〒240̶8555横浜市保土ケ谷区岡沢町56 

横浜市立市民病院力《ん検診センター 

75し045—331—1961(内線4320〗？八X 045-341 -9781 

第 3 3 回 日 本 消 化 器 集 団 検 診 学 会 

関 東 甲 信 越 地 方 会 放 射 線 技 師 部 会 

プ ロ グ ラ ム （ 案 ） 

日 時 ： 平 成 1 2 年 1 0 月 7 日 （ 土 ） 

会場：佐久市ホテルゴールデンセンチユリ一 

会長：鈴木隆夫（厚生連佐久総合病院） 

'午前の部令 

9：00～[受付開始1 

9：30～「開会の辞1玉木功一（実行委員長） 

9：35～[一般演題]5題（発表8分) 座長：山田冶三（厚生連佐久総合病院） 

※応募締切：7月31日（必着）原稿はワープロ等使用、目的-方法，結果に区分する 

10：15̃ [特別講演] 

『学会認定技師制度の経緯について』 

演者：石渡良徳（技師部会代表世話人） 司会：鈴木隆夫（会長） 

11：15̃ 「教育講演1 

『老人保健法の未来』 

演者：中西中子（長野県保険予防課医監） 司会：黒木健一（長野県放射線技師会長 

12 ：15-【世話人会】^昼食休憩 

令午後の部令 

1 3： 0 0 ̃【総会】 

13：35～「文化講演1 

『外国における消化器検査の現状（仮題)』 

演者：須原銀兵衛（倉敷成人病センター理事長司会：岡田健（厚生連小諸厚生総合病院 

14：45～[シンポジウム] 

『21世紀の胃集検への関わり方』 

座長：赤羽義久（長野県成人病予防協会）猿谷宗治（市民の方） 

シンポジスト：「医師の立場より」松崎廉（町立辰野総合病院） 

「技師の立場より」横内恒次（長野県成人病予防協会） 

「保健婦の立場より」代田妙子 

「行政の立場より」（未定） 

16：30̃ 「閉会の辞1並木良宣(次期会長） 

【第33回事務局】〒384̶0006長野県小諸市与良町3̶2̶31 

』八長野厚生連小諸厚生総合病院放射線科水沢幸博 

1110267-22-1070 0267-23-9127 

〔効能，効果〕及び〔用法，用量〕 

〔効能'効果〕 〔用法，用量〕 

胃演集 通常、成人には1回1錠（レバミピドとして川り̂) 
を1日3回、朝、夕;5ぴ就寝前に経口投与する。 

下記疾患の胃粘膜病変（びらん、 
出血、発赤、浮腫)の改善 
急性胃炎、慢性胃炎の急性増 
悪期 

通常、成人には1回1錠（レバミピドとして100̂〉 
を1日3回経口投与する。 

ひ使用上の注意等は、製品添付文書をご参照くださし 

胃炎，胃潰瘍治療剤I指定医薬品I 

厶]スヌ靛1 0 0 
レバミピド錠 

^ 大 塚 製 薬 株 式 会 社 ^ 3 ？ 1 1 ^ ~ 2 2 
#東京都千代田区神田司き9 一0レ8535 581̂代神田田区第神̂ラレ町2—2 

持 続 性 癌 疼 痛 

ま 
め 療 剤 

カデ^ 
〈硫酸モルヒネ徐放性製剤〉 

國薬価基準収載 
※効能，効果，用法，用量，禁忌， 
注意等については添付文書をこ 

カフ。セル20|119 
カプセル301119 
カプセル601119 
ス7"イツク 
^り！ /̂④！ /̂に。!!̂ ) 

原則禁忌，使用上の 
参照ください. 

パ~\【8料讁求先:） 

( ？ ) 大 日 本 製 薬 
^7亍54卜0045大阪市中央区;！修町2-6-8 

「I"(フォールデイング社 
(オーストラリア） 

、 ~ 'ま 

1^1^-38な， 

恒例となった市川杯「百獣の王」ゴルフコンペ第3回を、4月11日に常陽カントリー倶楽部 

で開催することになりました。 

今回は平日開催です力5、桜もちようど見ごろの頃、多くの皆様の参加を得て、楽しい交流 

を期待しています。ビギナー大歓迎です。 

コースは松林に囲まれ平坦ななかにも緩やかなアンジュレーションをもち、レイアウトは全体を 

海洋に見立てた工夫がなされていて、ティーグランドやグリーンなどには、波に浮かぶ島の様 

子がうかがえると、大変素晴らしいコースです。 

是非、下記の幹事までご参加のお申し込みを。 

申 込 み / 切 3 月 2 5 日 

記 

期 曰 

所 

技 

用 

加費 

ム 

通 

申込先 

4 月 1 1 日 （ 火 ） 8 時 ア ウ ト ， イ ン 同 時 ス タ ー ト 

常陽カントリ一倶楽部 

テ300-2351茨城県筑波郡伊奈町東原15 

1110297 - 58 -1221 0297 - 58 - 4829 

新べリア方式 

プレー代約22、 000円 

6、 000円（景品代、パーティ一代、通信費） 

7時30分（時間厳守） 

〔自動車〕常磐自動車道谷和原1じより111^15分 

谷田部1(3より51^7分 

〔電車〕常磐線「取手駅」西口発倶楽部バス8時、9時 

〔タクシー〕常磐線「取手駅」より約8、 000円 

藤井照巳労働医学研究会川崎南クリニック044-233-6478 

石渡良徳神奈川県労働衛生福祉協会 045 - 333 - 8711 

木村俊雄労働医学研究会検診中央本部 0 3 - 5600 - 5335 

都築史郎慶応大学医学部中央放射線技術室03 - 3353-2111 

【
編
集
後
記
】
 

一
九
九
九
年
度
最
後
の
「
胃
 

集
検
通
信
」
と
な
っ
た
。
新
聞
 

方
式
を
継
続
す
る
か
、
会
誌
形
 

態
に
し
た
方
が
よ
い
の
か
、
編
 

集
委
員
会
で
議
論
し
た
。
 

新
聞
方
式
で
は
綴
じ
込
ん
で
 

お
け
な
い
の
で
捨
て
ら
れ
て
し
ま
 

う
、
会
誌
形
態
な
ら
ば
辍
じ
て
 

再
度
読
め
る
と
「
会
誌
」
に
す
 

る
】̂
と
に
決
ま
っ
た
。
 

新
聞
方
式
に
も
良
い
と
こ
ろ
 

が
あ
る
。
残
ら
な
い
か
ら
こ
そ
、
 

そ
の
時
々
の
率
直
な
意
見
が
出
 

@
編
集
委
員
 

霞
ケ
浦
成
人
病
研
究
事
業
団
 

安

掛

武

ー
 

群
馬
県
健
康
づ
く
り
財
団
 

今

井

貴

子
 

霞
ケ
浦
成
人
病
研
究
事
業
団
 

毎
老
限
精
一
一
 

る
。
た
だ
、
新
聞
は
割
り
付
け
、
 

広
告
枠
決
め
な
ど
、
間
際
ま
で
 

空
白
が
な
い
よ
う
に
、
記
事
や
 

広
告
が
多
く
て
も
少
な
く
て
も
 

面
倒
な
こ
と
に
な
る
。
そ
の
大
 

変
繁
雑
な
仕
事
を
、
真
摯
に
引
 

き
受
け
て
下
さ
っ
た
丸
山
代
表
 

世
話
人
の
秘
書
の
岡
薰
さ
ん
が
、
 

ご
主
人
の
米
国
留
学
で
7月
か
 

ら
は
い
な
く
な
る
。
否
応
無
く
 

「
会
誌
」
に
な
り
そ
う
だ
。
 

一
一
000年
、
学
会
も
第
^
 

回
、
今
村
清
子
会
長
の
気
根
で
 

新
企
画
の
学
会
と
な
る
。
 

東
京
都
が
ん
検
診
セ
ン
タ
︱
 

小
沢
浩
美
 

荒
川
保
健
所
予
防
課
 

竹
林
^
子
 

千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
︱
 

林

學
 

癌
研
附
属
病
院
 

米

倉

福

男
 

競

費

参

集

交
 


